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<新製品＞

X-PLAN3SOr

コンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

■X-PLAN360は微小図形から長大図形まで一回の測定で面槙と長さが同時に得

られます。しかも直線部分は頂点をポイントするだけでトレースは不要です。

■曲線部分の測定も手元で随時にモードを切り換えながら正確でスムーズに作業

が行えます。偏心トレースレンズは、座ったままのラクラク測定を保証します。

■X-PLAN360回は直線部はもちろん曲線部も独自のアークキーによってS点ポ

イントによる円弧処理ができます。また外部コンピュータあるいはプリンター

とつなぐためのインターフェイスを内蔵していて、座標のほかに面積、線長

半径辺長等各種のデータを選択出力できます。表示桁数16桁×2行

血俳方商号
東京都大田区千鳥2-12-7

郵便番号146

TEL.03(750)0242

誌名ご記入の上カタログご謂求ください。

線分解能：両機種ともに0.05mm測定範囲：上下方向375mm左右方向100.000mm
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林業技術の科学性

かたぎりかずまさ＊

片桐一正
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はじめに

林業技術とは何か

脂林業試験場調査部企画

科長

林業技術No|.5481987, 11

森林・林業の技術開発にかかわる試験研究に携わるものとしては，大変

困ることではあるが，ときどき林業における技術とは何であろうかと，疑

念というか迷いというかに取りつかれ，悩むことがある。これはおそら

く，林業が持つ非論理性の要素を強く意識したときの迷いであろう。『林

業技術』編集部から与えていただいたこの機会に，林業技術について’そ

の科学性の面から検討をしてみることにする。

そもそも林業とは何か。中村賢太郎先生の『育林学原論』によれば，

「林業は，林地に林木を仕立て，之を保護し，之を撫育し，その生産物

（木材その他）を利用収益することを主目的とする土地産業である。但

し，時として立木のままその効用を利用することもある（風致林，水源瀧

漣林，土砂汗止林等)」となっている。つ言り森林を存在せしめることに

よってのみ成り立つ産業であるわけである。このことは筆者も別のところ

で（『山林』1987),林業は太陽エネルギーによる自然の物質循環の過程で，

利潤を産み出していく行為であるという立場から，自然生態系の継続的維

持こそ林業の基本であることを述べ，したがって，林業技術は森林を健全

な生態系として維持していく手だてであると主張したところである。この

ことは，林業が本質的に自然依存的であることを示しているのであり，技

術ないし人為の副次性を示しているものである。

林業における技術は，常識的に考えれば，森林からの略奪の場面で始ま

ったことだろう。いかに森林の生産物を利用するかということ’狩猟や採

集までさかのぼらないにしても，住居材や薪炭の利用などでは早くから技

術が芽生え，発達してきたであろう。しかし’これらは本質的な林業技術

の芽生えとはいえないかもしれない。森林そのものに対する働きかけ，あ

るいは森林の維持．育成を意識していないからである。森林の造成という

意味での人為が働くようになったのは，それほど古いことではない。とは

いえ森林科学だとか，森林についての学問的発達がある前から種々な意味

で森林・林業にかかわる技術が芽生え，発達してきたことは確かである。

科学はなくとも技術は発達する。このことは村上陽一郎（『技術とは何か』

1986）が「いかなる意味でも科学を持たない人間は十分考えられるが，い



かなる意味においても，技術を持たない人間を想像することは不可能であ

る」といっているのと同様示唆的であり，技術の性格を表しているものと

いえる。

林業技術は，自然科学，社会科学諸分野の技術の総合によって成り立

つ，ということも今まで幾度か指摘されてきている。林業技術を狭義に考

えれば，森林施業の技術であるといえる。森林施業とは森林の取扱い，す

なわち，森林の持っている活力を維持・増進させるための技術的な手だて

（上飯坂1987）であるから，林業技術とは森林の取扱いの技術というこ

とになる。

具体的に林業技術が各種技術の総合である例を見てみる。まず森林の生

産性を高める技術を考えてみる。そのためには，森林の生態系の解明，林

木など森林植物類の生理特性，生態特性の解明などの基礎的研究を基本と

して，適地判定技術，更新技術，保育技術など，個別技術の確立を図り，

生産技術の体系化を行う。またこれに木材の質的制御，例えば幹の通直

性，年輪幅の均一性，真円性，あるいは節の分布状態などを生産過程で制

御していくことが必要とする場合は，樹冠の発達と幹の生長，生立本数と

樹幹の形状などの関係解明に基づいて，間伐，枝打ち技術などの技術を加

えていくことになる。さらに森林の諸被害に対処するためには，植物寄生

菌や昆虫など動物類の生理・生態学的解明や，気象的環境要因に対する林

木の生理的反応の解明などに基づく森林保護技術を相乗させる。

森林の公益的機能の高度化のためには，立地・環境要因解析’林木，根

系の土砂緊縛力の解明，個別水文現象の解明などに甚づく水土保全技術，

環境保全技術，生物資源保全技術などの総合化が必要となる。

以上のような自然科学諸部門の知見，技術のほか，経営経済学的観点や

社会的条件なども加味し，森林施業の技術が体系化され，実用的になる。

森林施業について見ても，これだけ多くの分野の技術の総合が必要であ

る。林業各ステップにおけるそれぞれの技術もまた，さまざまな個別技術

の総合であるのだ。そしてそれぞれの技術を構成する個別技術ごとに’背

景となり裏付けとなっている学問分野力:ある。

林業は自然の生態系の継続的維持が基本であることは前に述べた。そし

てこれにかかわる技術は，広い分野のさまざまな個別技術の総合であるこ

とも前述した。この個別技術を支える学問分野は何かというと，生物学で

あることはすぐ理解できる。生物学がさまざまな顔で現れている。

生物学の基本姿勢は観察である。このことが生物学を背景とする技術分

野に微妙な影響を及ぼしている。生物学は物を造る学問ではない。ある物

を観察し，解釈し，整理する。このことは物理学や化学とは基本的に違う

ところである。

生物にはもともと互換性がないと信じられている。個々の生物はそれぞ

れの生理的・生態的特徴を持って生活しているものなので，すべての個に

3
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林業における技術と科

学

林業技術No.5481987.11

すべて当てはまる共通的，普遍的説明はないといえる。しかしこれは個よ

りも下の分子レベルではもちろん成立しない論法である。というのは，最

近の分子生物学を基盤とする生物工学の分野が解き明かす遺伝子の神秘

は，生物がすべてに共通の少数の物質とメカニズムとで支配されているこ

とを，初めて人類に思い知らしめているからである。生物学を生命現象の

面から構築し直すという必要性はここにあったのかもしれない。

生物学は数学になじまない。逆にいえば，数学は生物研究に対して何ら

役に立っていないともいえるのである。これは生物学が生物を対象とする

ことによっているのかもしれない。生物の存在や行動様式を数学的に解明

しようとする試みもあるが,生物学の発展に直結していくとは思われない。

林業が生物学を基盤分野とすることは宿命的である。科学，あるいは学

問分野の中で生物学が特異的であることはすでに述べたが，哲学的には生

物学は地質学とともに自修できる学問とされてきており，このことがある

いは技能性からの脱却を不完全なものにしているのかもしれない。これに

対し，数学は自修困難なものとされてきている。数学のほかに，実験を伴

う分野，天文学，化学，物理などが自修困難な学問に分類されている。

科学的に技術開発を進めるためには，現象の数量化が基本である，科学

とは数学であるといわんばかりの勢いである。数学はそれ自体厳密性を有
えんえき

し，実験による実証・検証を可能にする。数学的であることは演鐸的推論

を行いうるということである。確実で正確な推論を望む場合，数学に訴え

る。デカル1，もそのことに言及し，数学者のみが確実性と実証を手に入れ

ることができると述べている。数学は数式すなわち仮説に基づき実験を繰

り返し，法則を仕上げていく。

このような数量化，数式による本質の追求は生物学にはなじまない。創

造と互換性の欠如に起因すると考える。

林業技術が結局は生物学に基盤を置くこと，そして自然依存性の強い技

術分野であることから，数量化の限界すなわち科学性の限界が現れること

になる。このことはしかし，必ずしも林業技術の現実的進歩発展を阻害す

るものではない。数学による演絲的な手法のみが技術の発展をもたらすも

のではない。古来大発見は理論的アプローチのみではなく，すばらしいカ

ンによってなされてきている。デカルトもこのことを認め，直観は．｡…･演

鐸よりも確実であるといっている。感性で物をとらえることは全体性が把

握でき調和ある発展をもたらすが，理性のみに頼ると分析的になり，文明

の滅亡を招くとさえいわれている。林業技術においても分析的，合理的ア

プローチではなく，その技能性を認めた推進を行うべきであろう。

元来技術と科学は別々のものとして認識されてきた。哲学は技術と密接

な関係を持ち，技術をとおして物が思考されてきた。すなわち林業技術

は，森林という対象をあるがままにしておかないで，あるくきょうに変え

ようとする。自然＝森林を認識するのではなく，自然の姿を持つ森林を変



えようとする。つまり製作をしようとする。森林についていかに多くの知

識を持っていても，技術は実現しない。経験・体験の積み重ねによっての

み実現する。森林あるいは林業に対し，一定の認識は持つが，普遍的法則

性をそこに求めることはできない。経験に基づく行動や作業法が主体であ

り，一種の経験則なので，すべての場合に適用され，予想した結果が得ら

れるとは限らない。ある地域に適用した森林造成技術が，別の地域で同じ

成果をもたらすとは限らないことを認容するわけである。

これに対し，科学の立場から森林を見ると，科学は対象を認識すること

を目的としているので，森林をあるがままにとらえることが必要である。

森林を客観的に認識し，森林にかかわる真の自然の姿を求める。そこには

森林を改造する意識はない。真理を知るために実験を繰り返してデータを

取り，数学的手法すなわち仮説を検証して法則性を見いだそうとする。そ

してこれを普遍的真理として森林を認識することになる。

このように林業技術と森林科学とは相反する性格のものであったが，近

代科学技術の発展はこの分野にもさまざまな影響をもたらしてきている。

元来は技術と科学（知識）とは別のものではなかったはずである。プラ

トン流にいえば，林業技術は，森林についての知識と森林を改造しようと

する術と，体験・経験に基づく何らかの法則性をすべて含んでいた。今流

にいえばまさに科学技術であった。ただしプラトンといえども，経験則の

部分を全く技術と同質に考えていたわけではない。今日でいう技能は意識

していた。

このような考え方を変えたのは，アリストテレスだといわれる。科学と

技術，自然と技術とをII俊別し，技術を低く見る立場をとった。このため種

種な認識・考え方に反転が起こった。古代ギリシア時代に林業技術論があ

ったわけではないが，林業に当てはめていえば，技術的手法を用いて森林

にさまざまな働きかけを行うことによって森林を知る，あるいは森林が認

識されるとしていたものが，森林の認識に基づいて，森林の姿を模倣する

ことによって林業技術が成り立つとした。つまりそれまでは技術から科学

が出たという立場が反転して，技術は科学の応用だということになった。

林業技術を習得し，これを実行していくことが役に立つ仕事であったの

が，森林を科学的，理論的に思考して，森林について論ずることのほうが

上等で有益な仕事だと解されるようになった。すなわち「自然の中にあっ

た人間の技術を自然の外なるものとして自然と人為とを対立させ，自然と

人間とを対立させた」のである。

このような反転した考え方がその後の世界を支配してきたことになる。

最近，近代科学について，技術と結びついて生まれたものである（原

1986)，あるいは近代科学は単に知的転換によってではなく’技術を介し

て自然界とつながり，実験・観測など独自の方法を身につけながら成立し

た（大沼1986）などの考え方も出てきているが,科学すなわち客観的法

則性の適用が技術である（武谷1961）という認識もなくなってはいな

5
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科学技術の方向一お

わりに代えて

林業技術No.5481987.11

い。むしろそのような考え方，あるいは感じを持っているものが多いので

はないか，研究者の中にすらこの根強い錯覚が見られるのではないかと危

倶される。

今まで述べてきたことから，森林の科学的解明が，単に森林についての

多くの客観的データの積み重ねだけでは進められていかないことを理解し

ていただけたかと思う。技術的アプローチが不可欠なのである。森林科学

と林業技術は決して階層的相互関係にあるわけではない。森林科学の応用

型が林業技術であるという認識は近代科学ではない。林業技術も科学と同

じように創造的であり，相互に作用し合い刺激と限定を与え合っている。

そして常に両者とも新しい発明を基調としている。

このことは，現代の科学と技術が結びついて科学技術といわれるように

なったことで表徴される。科学・技術ではないのである。科学技術は科学

と技術の相互依存的ではなく，表裏型構造である。そして科学と結びつか

なかった技術は技能であり，経験則によるところが多い行為である。

林業科学技術は成り立つだろうか。わが国の条件下では森林は自然が造

ってくれる。しかし林業という人間の行為は森林から多くの利益を得よう

とし森林に働きかける。技術は自然の許容範囲で森林を改造しようとす

る。この自然の制約が普遍性，法則性を制約し，技能性をもたらしている

ことは見てきたとおりである。科学性が制約される要因である。初めにも

述べたように，林業は森林生態系の健全な維持によって成り立つ。それは

森林生態系の解明，認識が裏付けとなる。その認識が，自然依存性や地域

性を包括する論理構造になるような森林科学技術を求める必要がある。試

験研究でさえ地域性重視から脱却できない現状を見ると，林業技術が科学

技術のジャンルから脱し，森林の自然依存性を強調し，地域性，経験則を

重視していくことも不可能ではない。その技能性を高く保持し続けること

である。しかしこれは，林業技術の借り物性からの脱皮を促す方向とは考

えられない。

今後林業技術に科学性を付与することによって，林業の科学技術の発展

に期待するところである。ただし，森林における科学技術は発展したが，

技能性の高い林業技術は消え，林業という一種の文明ともいうべき産業が

滅亡し去ってしまうことのないよう注意しなければならない。ここに丸ご

と科学性を付与できない分野の技術開発の難しさがあるといえる。

＜完＞
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手束平三郎 ’

新しい国有林像形成の試みⅡ

1．国有林の存在意義を

どう考えるか

1．わが国の沿革事情

A国有林の存在意義や経営の基本方針が昔から法定さ

れないできたことは君の書いたものを読んでわかった

が，ちょっと意外だったね。制度史としての特異現象

だ。

Bまさにそうだが，今日の対談は史論を交わすためじ

ゃなくて，これからどう法制化したらよいかについて知

恵を借りたいんだ。

A一足飛びにはいかないね。たとえ法制化されていな

くても，1世紀近くも存在して経営されてきたんだか

ら，その政策的・社会経済的な意義や経過と無縁には考

えられない。

Bまずそれについてだが，日本の国有林はその生い立

ちからして欧米先進国のように，経済発展の中での森林

の減少や荒廃に対する危機感のうえに成立したんじゃな

いO

A明治維新の政治変革の中で出現したことは知ってい

るが，それがどう受け止められてきたかだな。

B日本は欧米先進国と比べれば際立って山地の割合が

多くて平野が少ない。したがって昔から森林が優勢で農

地不足だったから，森林状態の部分を維持し，あるいは

さらに広げるという政策的な要請は生まれなかったん

だ。

Aすると一口に俗っぽくいえば，国有林はお上がお上

の立場でお上のものにしたということか。

本稿は，前月畳(Nq547)「論塊」から続きます
（編集部）

|’
Bそういう言い方には問題があるが，国有林が誤まっ

て取り込んだものを返すことから始まって，国有林にふ

さわしくない部分の処分とか，市町村の財函膠成のため

の払下げ，腱用適地の拠出など，一部を民有に移す方向

への政策が世論の支持を得やすい雰囲気が歴史的に続い

てきたことは確かだ。

Aどのくらいの規模で実行されたんだ。
さげもど

Bいわゆる下戻しは46万ha,特別経営事業の原資に

した払下げが74万ha,戦後の緊急開拓所属替が23万

ha,昭和26年の国有林野整術臨時措置法による市町村

払下げが16万11a,その他いろいろ合わせて数万11aある

ね。旧内地御料林は20万haぐらいだ。北海道は事情が

違うけれど，明治30年の国有未開地処分法で大正にか

けて220万haが払い下げられている。

A相当な手直しだね。しかし国有林分布の地域的なア

ンバランスも影響しているんだろう。それと逆に国有林

への買上げはなかったのか。

B戦前期にもほんの少しあったが，さきにいった昭和

26年からの市町村への払下げ収入を,国有林適地の買入

れにあてることとして5万ha買ったのが実のある政策の

始まりだ。次いで29年の保安林整備臨時措置法による

重要保安林の買上げが26万11aoこの2つは政策として
とんざ

は現在もなお継続しているが，財政的に頓挫している。

A出たものに対して入った分は非常に少ないな。

B純粋な買上げだけに限ればそうだが，ほかに国・公

の機関で民有林に造林投資したものがあるので，これも

合わせて考慮する必要があるね。今残っているのは半分

弱だが,大正9年の公有林野官行造林法によるものが34

万ha,昭和36年からの森林開発公団の水源林造成が61

年度までに同じく34万ha,30年代からの府県の造林・

林業公社によるものがこれまた同年で34万haもある。

この2者は財政が許せばなお伸びる余地があるが，当然

国有林の少ない地域に多く行われてきた。

林業技術No.5481987．11
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Aすると，国有林を作った政治的意図の評価はしばら

くおいても，わが国の歴史的社会経済的環境として，国

有林の出すぎた部分があった一方で，民力でもって保有

経営をカバーしきれない森林が存在したし，今も存在す

ることが実証されているね。それは裏返せば国有林存在

の価値があるということになる。

Bやっと前'可きになったかな。

Aときに昭和30年代の末ごろから国有林解放が騒が

れたことがあったね。

Bあれは池田首相が青森でしゃべったことが口火にな

って広がったんだが，どうも上滑りの感じだった。結局

46年の国有林野活用法成立で政治的に結着したが，内

容はそれまで通達だった転用基準を法定した程度のこと

で納まったわけだ。笑い話だがそのころ県に勤めていた

僕のところへある町長が来て，“私のところはもらう国

有林がなくて大変損します”というので，“おたくの町

の山は，昔国に取られなかったんだからいちばん得した

んじゃないですか”といったら，その意味がよくわから

ずにキョトンとした顔だったのを思い出す。

Aなるほど。でも国有林解放はときにより場所によっ

て表面化することのある潜在的な歴史感情として考えて

おく必要はあるね。

Bそうだ。だが商度成長期以後，膿山村の事情が一変

してしまったから，農林業的な利用を対象とするかぎ

り，その声は芯がなくなったと考えてよいのじやない

か。新たに国有林への森林買上げ政策を採れば売り渡し

の希望者が多いと思うね。

2．諸外国の動向

Aときに諸外国の事情はどうなんだ。

B諸外国といっても，生産手段国有の社会主義国や，

自由主義国でも森林を原則国有とする東南アジアの途上

国などは参考にならないから，欧米先進国だね。いずれ

も産業の自由放任が森林資源の収奪をひき起こし，その

荒廃と減少をきたすという歴史的な経験の反省のうえに

国有林が成立したということがいえる。

Aイギリスでは20世紀初頭までにほとんどまとまっ

た森林がなくなっていたという話をロンドンで聞いたこ

とがある。

Bイギリスは先進国の中では最も遅れて第1次大戦後

に林業政策を立てた。私有地の造林助成と併行し，まず

王有地を国有にして造林投資を始め，今までに100万ha

の国有林を作った。初めは木材資源指向だったが，近年

しだいに環境財としての側面を重視するようになってい

林業技術No.5481987.11

る。

Aフランスや西ドイツの国有林はもと王侯貴族や教会

の山が主体で，日本と似ているんじゃないか。

Bそのとおりだが，両国とも19世紀初めごろまでの

森林減少を重視し，これ以上は減らさない荒らさないと

いう方針を立てるなかで，国有林をそのための政策のい

わば中核的象徴的な存在として位置づけたわけだ。

Aだから国有林が特に大切にされているわけか。

B二十余年前，日本に国有林解放運動がくすぶってい

たころ，僕はフランスの森林局を訪ねて担当の部長に国

有林の転用について聞いたことがあるが，“道路と飛行

場のほか国有林は手放したことはない。膿地への転用な

どはもってのほかだ”と答えた彼の断固たる表情を鮮や

かに思い出すね。

Aアメリカの国有林は若いんだろう。

B19世紀の末まで盛んに土地私有化政策を進めたが，

その弊に気づいて払下げの留保を法制化し，20世紀に

入って7,000万11aの国有林を設定した。先に言ったよう

に，先進国の共通項は国有林を森林リザーブの中核たら

し坊ていることだ。財政収入源にしようとする意図は英

・米は初めから全くないし，仏・独でも第2次大戦後は

しだいに薄れてしまった。

3．行政上の線引きと森林施業の関係

A大体国有林の縦の歴史と先進国の横ならびの感覚は

つかめたが，それだけじゃまだ法制化を考える意欲をわ

かすに十分じゃないね。価値観が多様化してきたんだか

ら，森林への期待も多様化する。1つの国有林がそれに

-|-分こたえられるかどうかだね。

B国有林の存在意義を論ずるには当然各種の意義ごと

に森林の性格づけを行わなければならないだろうが，実

はそれによってダイレクトに経営とか所管が分画されて

しまうようなイメージを生じがちなので困るんだな。そ

もそも森林は多い少ないの差はあってもいろいろな機能

を併せもっている有機体であることと，それらを十分に
●●●●●･・。●｡●●●●

発揮させるために森林施業という重要な技術分野がある

ことをまず理解してもらわねば議論がかみ合わない。総

合的に健全な森林を育成するなかでこそ特に要請される

機能の発揮に重点を指向することができるわけだ。盆栽

作りとは訳が違う。

A例えば，精神的にも肉体的にも健全な人作りをする

なかでタレント教育も実るというようなことか。

Bそれはうまいたとえだな。そのとおりだよ。

Aしかし，関連してもっと突っ込んで議論する必要が



ある。保安林とか国立公園とかは地域として行政的に分

画されるわけだから，そこの森林は地域区分に従って，

そこで求められる役割を果たすことが求められるのじや

ないか。

B一応そうなんだが，そこから先に行政と国有林経営

との混線があるんだ。それを解きほぐすには2つの要点

がある。1つはその種の行政上の線引きは，あれをせよ

これをせよじやなくて，実はあれをしちゃいかんこれを
ふさくい

しちゃいかんといういわゆる不作為義務を課する線引き

なんだね。だから行政的な森林の地域指定は施業制限の

網になる。それだけで指定の目的が達せられるわけじゃ

ないが，法的にはそこまでしか措置できないからそれに

とどめて，民有林について特に必要な場合は，別途補償

とか公共投資で補うということだ。いま1つは，国有林

は森林施業を任務とする国の技術組織なんだから，民有

林なみに施業制限の不作為蕊務を守りさえすればよいで

はすまされないことだ｡粥に行政目的達成に必要な職
を果たしてこそ国有林の意義がある。そして，それは本

来多元的な森林の機能を十分に発揮させる施業の中で，

特に行政上の要請を重視して完遂するのが正常な技術的

取扱いだということをわかってもらいたい。国有林の

存在意義を森林の地域ごとに定めるという考え方は，森
●●●B●●●●●●●●e●巳●●■｡、●●●●●

林行政上の地域指定に加えるに国有林の施業能力への期
●●●●●●●●①●●●

待があって初めて成立するわけだ。それにこたえる技術

なり素養なりは備わっているんだが，どうも近ごろ金と

PR不足で十分に認識されていないので困る。

Aなるほどね。しかしそうだとすると，民有林と国有

林を同列に扱った森林法や自然公園法の構成に穴がある

ということになるが．．…･いや，そこで君の書いた物が生

きてくるのか。国有林の経営に関する法制が昔からなか

ったということね。あれば一律の制度にはならなかった

ろうということか。

Bそうだよ。それがないから行政諸法の目からは，国

有林野は特別な法制によって経営されるものじゃなく

て，単に国有財産たる林野なんだ。だからこういう関係

を生ずる。それじゃおかしいと思わないかね。

Aううむ，一杯食ったかな。だがまあ要点はわかっ

た。

Bそれはよかった。ともかくここのところが混線した
ら生くさい

ままで，国有林の意義を分類してそれが直裁に森林の線

引きや地域区分論につながるんじゃあ危かしくてね。

Aその危さのほかに，長年の行政の縦割区分が所管の

縦割思想を根強くはぐくんできているから，多目的な

9

ものを対象に合理化をいうと民間組織と違って総合より

も分解への不能率な論議に陥りやすいということがある

ね。

Bだからこそ君のようなゼネラリストの協力が欲しい

わけだ。ともかく国有林の法制化論議に入ろうよ。

2．どんな森林が国有林

であるべきなのか

1．国土保全上重要な森林

A法制化を考えるにはまずどんな森林が国有林である

べきかを決めなくちゃならない。歴史じゃなくて現時点

の価値判断においてだ。一見難しいようだがせんじ詰め

れば大綱は常識的なものかもしれないな。

Bそうだ。まず日本の地勢上の特徴から国土保全上重

要な森林を国有林とすること。これはだれしも異議のな

いところだろう。

A都道府県有だってよいのじやないか。

B地域防災的なもの，例えば風・水・干害や飛砂の防

備，なだれ防止などはそうだね。局所的なものは市町村

でもよいだろう。しかし流域保全的な水源かん養・土砂

流出防備などで規模の大きなものは国がふさわしい。

A河川も一級は国の管理だね。しかし流域と都道府県

境との関係はどうだ。

B長大河川の流域は数県にまたがるのが多い。それに

近年は上流での分水が行われることで流域の範囲が拡大

する傾向だ。北海道は広くても1つだが，これは北海道

開発庁という特別な国の磯関があるくらい地理的な特徴

があるからそういう国有林の存在はバランスがとれてい

ると思う。

A北海道の道有林と山梨県有林は相当大規模で流域管

理の枢要部分を占めているんじゃないのか。

Bこの2つは歴史的に特異な条件のもとに出現したも

のだから，その意味で例外と考えてよいだろう。経営は

楽じゃないらしいが。．…･･そこで大体よければ君が法案

を作るとすれば，そのような国有林たるべき森林をどう

表現するかやってみてくれないか。
ぜきりょう

A「大山脈の脊梁部分を含む一帯に分布し，水源かん

養・土砂流出防備など，流域保全上良好な森林の維持・

育成を必要とする森林」まずこんなところかな。

B"良好な”とは一定水準以上と理解してよいわけか。

林業技術No.5481987.11
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だが，現在良好でないものはアウトか。

Aそうじゃない。それは“国有林にして改良すべき森

林”になる。それよりアルプスの尾根などは岩石地で木

は生えないが，森林といえるのか。

B普通の森林でも岩石が出ていて木の生えない部分は

あるから，それの広いやっと考えるんだな。それに国土

保全上は木ばかりじゃなくて，地床の管理も併せて必要

だ。

A北海道には耕地防風林で国有林だというのを見たこ

とがある。それから国有の飛砂防備林というのが日本海

岸や茨域県にあるね。

Bそれらは理論上はアウトだね。現実の処理として

は，地方移管か，維持財源の調整かのこ者択一になるん

だろうけれど。

A森林開発公団が全国で水源林造成をやっているとい

うのはどうなんだ。

Bそれは国有林の補完的存在としての意義を持つこと

になるんだろう。

2．文化的・学術的要請によって極力自然の状態を保

全・保護すべき森林

B次は自然保護の観点から保全すべき森林，これは面

秋比重はそれほどでないだろうが，近ごろとみにやかま

しいこともあって二番目にもってきたらと思うんだ。

Aよいだろうが，この際ともすると混乱気味な趣旨を

明確に整理しないと法制には表せないね。

B自然保護とは何かということか。

A保謹するのは大切だからだが，なぜ大切かについ

て，それが好きだからだけじゃだめだね。人が何を好こ

うと他人に迷惑をかけねば自由だが，国民の負担におい

て保識するには理論としてきちっと整理されねばならな

い。もともと自然は我々が文明生活を築くについて闘っ

てきた相手だから，人より自然を大切にするとなると価

値観の倒錯になるわけで，ものさしの設定が難しいんだ

が，文化とか学術上の要請に限定されるんじゃないか。

Bまずはそうだろう。それといまひとつ森林の自然状

態なるものについてのコンセンサスが難しい。一切人手

を加えるべきでないという見解があるが，風倒・雪害・

枯損・病虫害・浸食・崩壊などの成り行きにゆだねた森

林の様相は学術的にはともかく，文化的に価値があると

はいえないだろう。日本の土地柄に荒廃の美はなじまな

いね。それでも学術的に価値がある場合はそれがきちん

と説明される必要がある。通常衆人が自然状態だと感じ

ている森林もおよそはなんらかの人手が加わって保たれ
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ていることが多いんだ。

Aそれはそうかもしれないが，森林施業というものに

対するイメージにまだ高度成長期の大伐採の印象が消え

ていないのが問題だよ。

Bもう改まっていることのPRが十分じゃない面があ

る。それに森林施業の概念として収謹以外の目的も存在

することを明確にする必要がある。“施業見合わせ”と

か“低質広葉樹”などという自己完結的な従来用語は一

新すべきだ。

Aそれといまひとつ，森林の生態系として，動物の要

素に関する研究を林業関係者はもっと深めなくちゃいけ

ないね。

Bほんとの専門家の話は，受け売りでいわれるそれら

しい話とはニュアンスが違っているが，雌かに勉強が必

要だ。

A何をなぜどの程度大切にするかはそのうえでの合意

形成だろう。

Bわかった。だが部外者があまり漠とした情緒論議に

走らないように注文しておきたい。価値ある自然林なる

ものについて，理性的な通念の形成が肝心だ。

Aときに，原野・湿地・湖沼のたぐいはどうするん

だ。

B森林に介在するものとして一帯的に保謹するのが適

当なものは含めるべきだろう。

A保謹林は地方公共団体の所有でもよいのじやない

か。

B小規模で地方文化的な意義の大きいものは，むしろ

そのほうが適切だろう。民間のサンクチュアリーはまた

それなりの意義がある。しかし大規模で全国的な価値の

あるもの，また，それ自体小規模でも国土保全その他，

他の目的の国有林に介在するものは，国が一体的にめん

どうみるのが自然だろう。そんなところでひとつ法文案

を考えてくれないか。

A「文化的・学術的要請によって，極力自然状態を保

全・保謹すべき相当規模の森林およびその付帯地，もし

くは国有林の中に介在することとなる中小規模の該当の

もの」というところかな。

3．国民の保健休養・自然教育・風景美の増進などのた

めの施業が要請される森林

B次は大規模ないわゆる保健休養林，これは国有にす

る意義があるだろう。イメージとしては現在国立公園や

国定公園の枢要部分になっている森林だ。

Aそれは適切だね。しかし小規模なものや地方的なも



のは公営が妥当だ。それに民営のものだってあってよ

い。

B施設の利用と併せて収益を原資とする施業が可能な

ものは公私合同の第三セクターとか，場合によっては会

社や組合営も成立する。ただ，小規模でも一帯の国有林

に介在するものを国有から切り放すのはよくないだろ

う。

A近来，自然教育林ということがよくいわれているよ

うだが，それはどう位置づけるのだ。

B場所的にほとんど共通しているから，その意味を含

めて規定できるだろう。

A現在の国立公園や国定公園は環境庁が地域を指定し

て所管しているから，国有林は公園管理者の立場じゃな

いね。

B戦前からの制度としてそうなっているが，昔はとも

かくこれからの国有林は保健休謎上の価値を積極的に増

進するような森林施業をしなくてはならない時代だか

ら，新しい制度としては，例えば国有林野の部分を環境

庁と共管にして，その部分については法律上の公園管理

の義務と権限を国有林も持つようにしたらどうかと思う

のだがどうかね。

Aイギリスなんかはそうなっているが，日本ではそう

でなくてもなんとかこなしていたんじゃないのか。

B林産収入の余力があれば制度はともかく実力でこな

す手もあるだろうが，一般会計からの繰り入れも必要だ

となると，そこをはっきりさせねば予算も立てられな

い。

Aなんだか生臭くなったな。でも新制度としては検討

する価値がある。そのための施業技術体系を明確に打ち

出してアピールすることを前提としてね。

Bやっと認めてもらったかな。イギリスばかりじゃな

くてドイツやフランスでも営林署長が一生懸命森林公園

の整備をやっているのを見てうらやましかったんだ。

A森林ばかりじゃなくて，自然保護の場合と同じよう

に湿地・草生地・湖沼なんかの付帯地も含まれるね。

Bそうだ。わかったところで法文案を作ってくれない

か。

A「国民の保健休養・自然教育上の価値および風景美

の増進のため，特殊な施業を必要とする相当規模の森林

および国有林内に介在することとなる中小規模の該当の

もの」というところかな。公園管理の権限義務はあとの

経営制度の問題になるね。

4．公益機能の発揮を兼ねて，民営で産出することが困

11

難な優良材の育成に適する森林

Bさて次は従来国有林の中心的な意味をなしていた林

産資源林だが，これは従来イメージで一筋には定まりに

くいようだ。林業基本法の第4条には国有林の任務の1

つとして“林産物の需給と価絡安定への貢献及び林業総

生産増大への寄与”がうたわれているけれど。

A昭和30年代の増産政策が背景になっているね。木

材供給の2/3を外材が占める時代になっては，一般的に

これから国有林が増産のチャンピオンにならなければな

らないという必然性はまずないね。地域によってはまだ

国有林を頼りにしているところもあるようだけど。

B国有林でなければ育てて生産することが困難な優良

材を供給するということだろう。

Aそれなら形が整うね。だんだんせち辛くなって100

年も200年もかけて木を育てる林業家はいなくなるだろ

うし，会社でも無理だろうからね。

B民有林でそれを期するには思い切った相続税や法人

化の特例が必要だが，これがなかなか難物だ･･･…，とも

かくそういう木材の価値がすたれないことが前提だが，

長年かけて木を育てる施業は，おおむね今まで論じた公

益目的の森づくりとオーバーラップするからますますい

い線になる。期待される日本の国有林像としてね。

Aよかろう。それでいこう。だが，長大材を育てる地

味は同じ山でも限られるんじゃないの。そんな場所を選

り食いするのか。

B森林経営や管理の常識からそんな決め方は無理だ。

一帯の国有林の中には通常伐期の施業林も混在すること

になる。その部分からの生産や大径材育成過程で出る中

径材以下は民有林や木材業界との共存協力の姿勢でする

運営が肝心だろうが。それで文案はどうだ。

A「公益目的を兼ねて優良大径材を育成するに適する

相当規模の森林およびこれと一括して林産施業を行うべ

き付帯森林」ということかな。樹種の選定はどうする

の。

Bそれは適地適木が原則で利用価値を加味して選ぶ。

森林の健全性を期して，徐々にできるところから混交複

層林の形成を指向する。伐期は大径材仕立を100～300

年，その他のものも50年以上にするのがよいだろう。

A外材との関係はどうなんだ。

Bパルプ用のチップも輸入されているが，構造材は長

大材が優位を占めている。これは大体環太平洋地域の原

生林，いわゆるoldgrowthの材だ。これらはしだい

に天然更新林や人工林，いわゆるsecondgrowthの材

林業技術No.5481987．U
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に移行する傾向があるから長大材国内産出の価値は将来

ユニークなものになる可能性を展望できると思う。中小

径材ブランド化など，地域林業振興への命題は民間との

共同共通課題として対処することになるが…．．。

Aこれ以外の公益目的の国有林は木材の生産をしない

か。

Bいや，目的とする機能の維持または向上のため，林

木の更新による森林の活性化の必要性が生ずるかぎり，

慎重な施業による生産対象から除外すべきじゃない。部

外者にわかってもらうには時間がかかっても，良い結果

を見せれば納得してもらえるはずだ。

5．補備とまとめ

A国有林の存在意義を前述の4つの大綱に定めるとな

ると，従来よくいわれてきた地域経済の振興という任務

はどう位置づけられるかを考えておく必要がある。

B現行の国有林野経営規程に「農山村の経済助長のた

め必要な地元施策を行うこと」とあることがどうなるか

だれ。

Aもともと国有林あっての地元施策なんで，地元施鑛

のために国有林を設けるという考え方はまず成り立たな

いから，できた新国有林の経営方針の問題になる。股山

村の経済助長という趣旨を含めてね。

Bそれで整理ができたようだ。さて法制が決まれば新

国有林の区域となる森林を定める順序になるが，それは

新たな地図に線引きする作業じゃなくて，現国有林を見

直して新しい基準による不要存置林を処分し，併行して

新規編入を行うことになるね。

A大筋はそういうことだが，なお問題が残る。

Bうん。僕は1から3の公益林に該当する現存の孤立

小団地の地方公共団体移管は財政次第だが，フランスと

ドイツで公有林の経営は原則として国がその委託を受け

てすることになっているのを見ると，技術者として移管

がよいのかなという気持が残るんだ。

A気持はわからんでもないが，それは国有林の実力と

信用いかんで決まることで，ここでは保留だ。それより

大きな問題は林産対象林として国有にふさわしくないと

判断されるものが出る場合の処理だ。

B20年も前だったら林業経営のための買取り希望者

も少なくあるまいが，今となってはほとんど転用含みの

ものに限られる可能性があるね。分割民営化路線は林業

では無理だ。

Aそれに国土政策的な観点から関係者の間では現在国

有であること自体が政府のフリーハンドを確保する要因

として貴重な要素だから，一省庁所管の縦割論議のみで

軽々に処分すべきでないという主張が大勢になっている

ことだ。

Bそうすると，いちおう積極的な施業の対象外にして

も，管理を継続して様子を見る段階が必要だということ

か。

A中央と地方の多角的な審議の場に供するんだね。

B民間と共営の分収造林や分収育林の契約対象地にす

るのはどうだ。

Aまとまって処理できるところはそれも一案だろう。

Bともかく，大綱として新国有林の存在意義は，国土

の保全，自然の保護，国民保健等の増進，優良林産物の

生産の4項目に集約され，これらにふさわしい区域が新

しい基準によって定まる筋になるね。じゃあ，これから

経営仕組の論議に入ろう。（続く）

（てづかへいざぷろう・林政総合鯛査研究所／理事長）
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公庁所在地，林業試験・研究機関所在地，都道府県林業関 （10冊からは送料は無料）

係部課一覧等75項目を巻末70余頁に収録。

※会員へは無償で配布いたします。一般頒価500円
12月初旬刊行予定〃（送料実費，10冊からは送料は無料）

全国広葉樹〈試験林･見本林>の概況B5判§6ページ"In1,200円唾料翼賛）
会誌に1年にわたり述戦しました標記記事を別刷として製作しました。資料提供をいただいた研究機関にはすでに送付い
たしておりますが，なお若干の余部がありますのでご希望の方に頒布いたします。
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陶山正憲

治山鋼製施設に作用する外力と安全設計

’
1．治山施設の銅製化(1)鋼製パットレス・スクリーンダム

かとう

治山用鋼製施設は，材質的には可携性，構造的主鋼としてH型鋼を使用した写真｡1のような

には透過性に優れた機能を有し，施工面でも工期パットレス型ダムで，主鋼を適当な間隔に配列

短縮，通年施工，省力化などがきわめて容易で，し，これらの上流面に壁体としてH型鋼をスクリ

従来のコンクリー|､構造物では得難い特徴を有し－ン状に配置したものである。このダムは，スク

ている。したがって，近時の労務費高騰の社会情リーン機能を期待する透水性ダムとともに，災害

勢とも相まって，治山施設の鋼製化が急ピッチで緊急対策等短期施工が必要な特殊労務事情におい

進められている。このような鋼榊造物の安全性や

耐久性を考慮した実用的な設計・施工基準を早急

に確立するため，治山鋼製施設の施工実績と劣化

の実態を把握し，衝撃荷重対策と安全設計につい

て若干の検討を行った。

2．治山鋼製施設の施工実績と適用性

治山事業における鋼製施設の導入は，1966年

の鋼製バットレス・スクリーンダムに始まり，以

後鋼製（自在）枠類，鋼製擁壁，鋼製柵，鋼矢

板，鉄線（蛇）篭類，エキスパンドメタル篭工な

ど，多くの工種が開発・施工されてきた。最近5写真･1鋼製パットレス・スクリーンダム

カ年間の治山鋼製施設の施工実績を総括す

ると，年平均2万トン以上となり，その内108タイプ106タイプ(天端直立式を含む）
一
一

， ’、－’
－1

訳はおおむね自在枠50％,パットレス・ス

クリーン材25％，エキスパンドメタル材

11％，擁壁材8％，その他6％であり，こ

れらは現在，主に治山ダム，擁壁工，山腹

V

④
、

｡
、エ

、、

土留工，落石保護工等に利用されている。

これらの治山鋼製施設の中から，特に需要

の大きい鋼製(.,ﾄﾚｽ.ｽｸﾘーﾝグ｜
ム，鋼製（自在）枠工，および鋼製落石保

謹（防止）工を取り上げ，その適用性と問

題点を指摘する。

/ 1／ 、

'塑必輔
B

U

図･1鋼製ダムのタイプ別断面形状（人型タイプ）

林業技術No.5481987．11
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写真･2鋼製自在枠治山ダム 写真･3コンクリート土留工に設置された落石防止柵

ては，遮水構造のダムとしても適用されている。

現在使用されている主な鋼製ダムは図・1に示す

2つのタイプで，108タイプは計画越流水深が

1.0～2.5m程度で集水区域の大きい流域,106タ

イプは常水がほとんどなく洪水時の越流水深もき

わめて小さく全水圧を考慮しなくてもよい渓流，

にそれぞれ適している。

(2)鋼製枠工

渓間工（写真･2）だけでなく山腹土留工にも使

用される枠構造物であり，従来のプレキャストコ

ンクリート枠の代わりに，弾性の大きい鋼製枠を

組み立て，その中に中詰材を入れる構造である。

構造材料の種類や各枠の継ぎ手の構造によって，

鋼製自在枠と鋼製続枠に区別されるが，本質的に

は同種の枠構造物と考えて差し支えない。

鋼製自在枠は，各枠のジョイント部のピン構造

によって自在性を発揮させ，かつ枠組のセル椛造

体によって衝撃荷重に対する椛造物の安定性を保

持させるものである。枠材の主鋼としては，写真

･2の渓間工用にはH型鋼,土留工用にはL型（山

型）鋼が一般に使用されている。

なお，土留工への適用基準としては，①コンク

リート土留工では不等沈下のおそれがあり，蛇篭

では耐久性に難点がある場合，②山腹湧水等の排

水性（透水性）が期待される場合，③良質の中詰

材として現場生産材が使用できる場合，などに効

果的である。

(3)鋼製落石保謹工

落石の阻止や方向転換を図る構造物で，落石防

林業技術No.5481987.11

写真･4鋼製パットレス・スクリーンダムの破壊例

止柵，落石防止壁，落石誘導工などがある。これ

らは支柱と壁材からなり，一般的にはH型鋼が使

用されている。落石防止柵は,写真･3のようにコ

ンクリート土留工の天端に設置され，鋼材を単柱

として，その間を水平材と鉛直材で連結する比較

的軽量の織造物であり，落石防止壁は，擁壁タイ

プの土留機能を有する重力式や扶壁式の重職造の

ものである。

3．治山銅製施設の劣化実態

(1)鋼材の材質と構造に起因する劣化

鋼製施設は，一般に部材を連結した構造物であ

るので，コンクリート構造物に比べて一体性が劣

る欠点を有する。したがって，流砂の激しい渓流

などでは，鋼製ダムが一度石礫などの衝撃荷重を

受けると，水通部や袖部の局所破壊からダム全体

の破壊に至る過程をたどり，時として写真｡4の

ようにダムの部材が無残に飛散する場合がある。

このような例は少ないが，衝撃荷重の対策として

効果的な緩衝材の採用を検討するとともに，構造
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上流面階段状枠ダム（堆砂前）

バットレス・スクリーンダム 上流面鉛直状枠ダム（満砂後） HHI収ノ ▽－
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図･2鋼製ダムに作用する力(P:静水圧,P":堆砂圧，〃：自重，Ww：水の重量,W4:浮力）

(1)鋼製バットレス・スクリーンダム

バットレス・スクリーン構造のようにコンクリ

ートフーチングを基礎とするダムについては，重

力ダムの場合に準じて，場圧力を計算する必要が

ある。これはダム底全面に鉛直上向きに働き，そ

の大きさと分布は，基礎地雛の種類で異なり，ダ

ム底上流端から長さ範における場圧力(ur)は，

式(2)で表される。

UJr=Wo["2+〃・zI"(1－妬//)]……………(2)

“＝〃ｴー ﾙz

ここで，似は揚圧力係数で1/3～1の値域,ルュと

"2はダムの上・下流側の水深,Iはクリープ長で

ある。なお，場圧力の最大値は，ダム底上流端に

発生し，その値は〃3＋“・“となる。

次に安定計算は，水通部の2次元断面について

行うが，前提条件として，理想的な一体構造物と

しての部材結合と，弾性域内での変形が保証され

ねばならない。安定条件としては，①ダムに働く

合力がミドルサード内に入ること，②ダム底と基

礎地盤の間，または基礎地盤内で滑動しないこ

と，③基礎地盤に発生する最大応力が地盤の許容

支持力以下であること，などが挙げられる。

さて，バットレス・スクリーンダムの安定計算

を行う場合，現行のタイプでは天端周辺の外力を

過小に仮定するため，水通天端張出部には補強部

材が全く使用されていない。ところが現実には，

治山ダムの破壊事例の70％以上が,天端張出部の

倒伏に起因しているのが実態である。この事実を

重視して，図･3のような断面形状の改良と，そ

れに伴う安定計算法の修正が望まれる。

林業技術No.5481987．11

物の形状，部材連結部，溶接性，耐候性などにつ

いても十分留意する必要がある。

(2)鋼材の腐食・摩耗による劣化

鋼材は一般に腐食に対する抵抗性が低いが，治

山施設力式水や土に接する構造物であるので，さび

による劣化が起こりやすい。したがって,水のpH

値など環境条件による鋼製施設の適用性や，防食

対策を十分検討する必要がある。ちなみに，大気

中における鋼材の腐食量の標準値は，片面で1.5

,皿（亜鉛メッキ防食材では0.51m),土中の平均

年間腐食量は0.01～0.15(m/年）の値域が，そ

れぞれ現在採用されている。

また，鋼製施設は断面寸法が比較的小さくて摩

耗の影響を受けやすいので，鋼材の余裕厚，最小
いたあつ

板厚など摩耗による劣化防止対策についても，早

急に設計基準を確立する必要がある。

4．治山銅製施設の安全設計

治山ダムに作用する力を工種別に図示すると，

図･2のようになる。図･2の自重と静水圧につい

ては別段問題はないが，堆砂圧は式(1)で計算する

必要がある。

Pr==W・〃,PH=C・W・〃……..……･(1)

W=W血一(Z一ｿ)Wb,

p=(W2i-""B)/WJi

ここで,PγとRHは堆砂圧の鉛直および水平

分力,Cは堆砂の内部摩擦角によって決まる土圧

係数,WとWhは堆砂の水中および空中の単位

容積重量，砿』は堆砂土粒子の密度,Woは水の

比重，〃は堆砂面から任意点までの深さ，ソは堆
かんげき

砂の間隙率である。
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外力の作用点までの高さ，βは

壁面に対する外力の作用角，γ

は中詰の単位容積重量,6=B/

"KPはランキンの受働土圧

係数，“は主働土圧係数，‘

は中詰の内部摩擦角である。な

お，自在枠に作用する主な外力

は背後荷重であり，土留工とし

て使用する場合には，全土圧の

みを考慮すればよい。

(3)鋼製落石防止柵

落石防止柵の安定計算は，落

石衝撃力（運動エネルギー）に

よる各部材の応力と，許容応力

とを比較検討して行う。落石の

運動エネルギー(E)は，一般

現行タイフ 改良タイフ

W

安
定
計
算
の
考
え
方

苛 幽
L

I

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｄ

ｈ
－
２

一
歩
ロ
．
圃

一
稗
ｐ
ｃ
－

形 幻
郵

、

状 h

2

’1__/_I

’ ’ ’ ’
－

図.3鋼製パットレス・スクリーンダムの断面改良と蛍

(2)鋼製自在枠

一般の枠構造物に対する安定計算は，従来から

重力式構造物として取り扱われているが，自在枠

については，その条件を満たすとともに，枠組を

一種のセルラーバルクヘッド（セル構造体）と仮

定し，予想外の力によって壁材のねじれや変形を

生じても，中詰が流出しないかぎり，構造系全体

としての安定が保持されるように，セル壁体とし

ての安全性の検討を行う必要がある。すなわち，

壁体に外力が作用すると，壁材と中詰はそれぞれ

異なった挙動を示すが，セル壁体に外力が負荷さ

れると，中詰にダイラタンシー現象が生じて，中

詰の中にせん断応力が発生し，ついには破壊に至

るという過程をたどる。したがって，セル壁体の

安定計算は，壁体の変形モーメント(Mi)と，中

詰の抵抗モーメント(Mh)との比，すなわち中詰

のせん断変形に対する安全率(S)を求めること

になる。

S=Mi/M….……･………………･…………(3)

M=P・〃・cos",

必＝γ、H3(Kアー“)(3－βcos')

coN'/2"2

式(3)で,"は壁高,Bは壁幅'Pは外力，〃は

林業技術No.5481987.11

トレス・スクリーンダムの断面改良と安定計算法の修正(案）『”1匡些《朱ノ
に式(4)で表される。

E="E'..……･…･………･……･…･………･･(4)

E'=1.Z(Z－似/tan")W・瓦
22

α=Vh/Vi

ここで，αは速度エネルギー比,Viと脇は

衝突前・後の落石速度，〃は等価摩擦係数，βは

斜面勾配,Wは落石の重量,Hは落石の落下高

である。

次に，柵の変位量（6）を用いて落石の衝撃力

(P)を表すと,P=2E/6となる。このP値を

用いれば，各部材の応力，部材取り付け部のボル

トおよびアンカーボルト，基礎コンクリート等の

安定計算を行うことができる。しかしながら，自

然斜面を落下する落石の運動は，斜面の状態，落

石の寸法，形状等によって複雑に変化するので，

落石の運動機構，特に落石のエネルギーとその衝

撃力の実用的な評価には，なお多くの問題点が残

されている。

（すや叢…り難謹譲鑿）
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’ ’河合英二

山地災書発生危穰雨量の指標化と
薑報の出し方

’
1

1．はじめに

梅雨期や台風時の集中豪雨が誘因となり発生す

る土石流・斜面崩壊等の山地災害は，日本国中ど

こにでも起こる可能性があるだけに，土木工事等

の施設の整備だけでは完全に防止することはでき

ない。災害による人身事故を軽減するためには，

災害の誘因である降雨に関する情報を地域住民に

知らせ，警戒・避難体制を適切に整えることも重

要である。警戒・避難の降雨情報を知らせるため

には，まず第一に，どのような降雨状況の場合に

災害発生の危険性があるかを判断すること，第二

に，警戒・避難の警報を出す時期を判定すること

が重要である。

2．山地災害発生危険雨量指標の推定

どのような降雨状況の場合に災害の危険性があ

るのかを判断するために，過去に災害を引き起こ

した降雨の特性を解析し，災害発生の危険雨量を

指標化することが必要である。

これまでの警戒・避難基準雨量は，連続雨量

（または，先行雨量を考慮した実効雨量）と1～

3時間の短時間降雨強度の組み合わせから警戒線

や避難線を推定し，これを超えた場合に警報を出

す方法が多く採用されてきた。この方法の場合，

個々の災害例と連続雨量一短時間雨鼠強度はよ

い適合性を示さない例が多いことや，長雨型の一

連の降雨の切れ目をどうとるかという問題が出て

くる。実際問題として，長雨タイプの降雨に対し

てしばしば空振り警報になる可能性が多くある。

鈴木は土石流や斜面崩壊の災害発生の危険雨量

として，先行降雨と短時間雨量降雨の2つの効果

を合わせて評価できる実効降雨やタンクモデル

の貯留量の指標が有効であることを報告してい

る2)。

鈴木による実効雨量計算式は以下の両式で得ら

れる。

M=(1n0．5)/"･…･…………………….……(1)

M:半減期，α：減少係数

DM(T)=DM(T-1)e"+R(T)elr/2……"．(2)

DM:半減期Mの実効雨量

DM(T-1):1時間前の実効雨量

R(T):T時の時間雨量

天草地域においてM(半減期）を48,24,12,

6，2（時間）とそれぞれ変化させて災害発生時

の実効雨量を整理すると表･1のようになる。ま

た,M=24,12(時間）の場合の実効雨量の変化

を図・1に示す。

山地災害の場合，広い範囲を対象にしているの

で，過去の災害発生時間の特定は困難であること

が多い。ここでは，1972年7月（昭4ﾉ7.7天草災

害）の土石流災害は11時以降発生しているが，

斜面崩壊等の山地災害はそれ以前に発生したと考

え，災害発生時間は10時と仮定する。他の災害

の発生時刻は確認できなかったので，1時間最大

降雨強度を記録した時刻を発生時とみなした。図

表･1災害発生時の実効雨量(mm)

’ ’半減期

1.牛深(1971.1）

2.龍ケ岳(1972.7）

3.本渡(1979.6）

郵
一
”
方
沌

6hr

l35

129

123

I2hr

l70

159

170

24hr

l95

194

221

48hr

211

232

210

林業技術No.5481987.11
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算するモデルであるが，崖崩れ発生の限界雨量の

推定にも有効であることが確かめられてい

る3)'8)。タンクモデルを用いる場合はその構造と

諸定数を流域に適合させる必要があるが，ここで

は観測資料もないことから，小葉竹ら')の火山岩

のモデル（図・2）を九州各地に用いた。最初に3

段目の貯留量は道上の例3>にあるように10m,

1，2段目は0とした。災害発生時の1段目，2段

目，1と2段目の貯留量の和(S(1+2)),1と

2と3段目の貯留量の和(S(1+2+3))は表

・2のようになる。また1段目・S(1+2)･S

（1＋2＋3）の貯留量の変化を図・3に示す。

降雨とタンク貯留量の対応は，1段目貯留量が

降雨強度とよく対応して大きく変化しているのに

対し，図に示していないが2段目貯留量はタンク

024480

降雨時間(hr)

には，災害発生時（推定）を矢印で示した。

龍ケ岳の47.7天草災害以外の災害は小規模な

崖崩れであり，無災害の降雨記録から判断しても

災害発生危険雨量をほんのわずか超えた程度の雨

量指標と推定される。

これらの事例について検討すると，48時間半

減期では210mを超えると災害が発生し,24時

間では190m，12時間では170皿，6時間では

120m,2時間では70mを超えると発生の危険

性が高まる。災害例が少ないので，半減期ごとの

適合度の比較は不一'一分であるが，半減期24，12

の災害発生時の実効雨量の指標にばらつきが少な

く，警戒・避難警報が比較的出しやすいことが判

明した。

タンクモデルはもともと降雨一流出過程を計

林業技術No.5481987．11



19

の構造上当然ながら，遅れて緩やかな対応を示

す。3段目貯留量のピークはさらに緩やかな到上

を示し，降雨強度のピークとは10時間以上の遅

れがある。

災害発生の事例から，過去の災害時間とタンク

モデル貯留量との関係を見てみると，1段目貯留

量およびS(1+2)貯留量と災害発生時刻との

対応関係が比較的よいことが判明した（ただしこ

れは，災害発生時刻を最大降雨強度時刻と推定し

ていることが原因している可能性がある。今後災

害発生時刻の記録を積み重ね，対応関係を検証す

る必要がある)。

災害は1段目貯留量が90～91nm,S(1+2)

貯留量が136～143mの間で発生している。

3．警報の出し方

災害発生時刻と各災害発生雨量指標到達時間と

表・2災害発生時のタンク貯留通(mm)
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表･3実効雨遥到達時間と災害発生時刻（推定）との差（分） 4．おわりに

警戒。避難警報ラインは安全を考慮して，

災害発生危険雨量指標に到達する以前の安全

な降雨状況の範囲に設定してある。したがっ

て，実際に災害が発生せず，避難警報が空振

りに終わることが少なくない（天草地域の避

難警報ラインの場合過去15年間では5～6

回空振りが出る)。そのほかに警戒警報の問

題点を整理すると以下のようになる。

1.降雨予測を警報に組み込む方法

2．1つの降雨観測所で責任を持つ対象範囲

3.警戒の対象とする災害の規模

4.都市化が進むにつれて起こる開発のマイ

ナス要因の数値化

5.警報解除の判断

6.避難誘導体制を整え安全な場所まで導くため

の責任体制

警報の出し方にはまだ問題も多くあるが，レー

実効雨量

1.牛深
(1971.7）

2.龍ケ岳
(1972.7）

3.本渡
(1979.6)

(mn,)

l2hr

24hr
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I2hr

24hr

卸
一
ｍ
如
一
釦

170180190140150155

403030 nlln

302010
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表･4タンク貯留丑到達時間と災害発生時刻（推定）との差（分）
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の差を10分括約で整理すると表・3,4のようにな

る。半減期24時間では，警戒警報が1701m,避

難警報が180mm,半減期12時間では警戒警報が

140m,避難警報が1501nmに達したときに出せ

ば，警戒警報は災害発生の30～120分前に，避難

警報は20～70分前に出されることになり一応避

難体制は整うと考えられる。

タンクモデルの場合も同様に，1段目貯留量が

70mn,または,S(1+2)貯留量が115III111に達

したときに警戒瞥報を出せば災害の発生までに

50～140分の時間がある。避難警報は1段目貯留

量80mに到達したときに出せば，災害発生まで

に30～120分の余裕があり,S(1+2)貯留量

125mmで出せば同じく20～100分の時間内に避難

すればよいことになる。これらの災害瞥報は，裏

山の崖崩れ程度の小規模災害を対象にしたもので

あり，長い避難時間を必要としないといえる。

「47.7天草災害｣程度の規模を想定した警報の

場合，各警報の指標の値を適宜高くする必要があ

り，値を高くすることにより空振りを減少させる

ことはできるが，反面において，裏山崖崩れ規模

の災害の警報には有効とはいえなくなる。降雨指

標がこれらの警戒・避難ラインに到達した時点で

警報が鳴るようなシステムを雨量計に組み込め

ば，住民は警戒・避難行動を起こすことができ

る。

林業樹符No.5481987.11

ダ雨量計等の降雨予知システムやAM~RDAS等と

のon-lineシステムが整えば，数時間後の実効雨

量や，タンク貯留量の予知も可能となり，避難警

報の空振りも少なくなる。すなわち今後1時間以

内の降雨量が，例えば30Ⅲ皿/hr以下なのか,50

mm/hr程度か，あるいは100m/h工以上の降雨が

予想されるのかによって，避難ラインを超えるか

超えないかの予測や災害の範囲，規模等の推測も

事前に可能となり，避難警報も確実性を増すこと

が期待される。

（かわいえいじ林鐸職場九州支場溝卿部）防災研究室長
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識嬢簔瀧鶏蕊 大木正夫

9．植物の植栽限界を知るための寒冷

指数の利用一山腹緑化用樹草を中心に

1．はじめに

近年，山腹工が奥地に実施されるようになって

きた。特に標高の高い寒冷地帯（以下高冷地とい

う）では緑化工に使用する植物を選択するのに迷

うことが多い。これまでだと，緑化用の植物は寒

冷地向き，暖地向きと記されているだけで，高冷

地における山腹緑化用樹草の導入指標については

施工者の経験にゆだねられているのが現状であ

る。

現在実施されている緑化工は4～8種類の植物

種子を混合して播種している。これは緑化の安全

を見たも.ので，いずれかの植物種子が発芽し，生

育していけばよいとされている。しかしこれらの

実施された箇所を見ると，播種したものが設計ど

おり発芽し生育している所はまれである。

山腹緑化用樹草を必要量生育させる技術の確立

には，どの植物がどの標高まで導入できるかの指

標が得られればよい。筆者は播種植物の生育限界

を示す寒冷指数を，以下に述べる方法で求め，高

冷地における緑化用樹草の植栽限界を推定した。

2．寒冷指数とは

高冷地帯において植栽植物の生育を阻害する温

度条件として寒さの害があげられる。

現実にある例として高冷地の街路樹などが胴枯

病を起こしているのを見る。これは凍害により幹

の一部組織が枯死して，そこから病原菌が侵入し

て枯らしたもので，直接的な枯損原因であれ間接

的な枯損原因であっても気温の低下によるもので

ある。

このように寒さの害の発生は’植栽植物が生育

可能限界を超えた環境（この場合寒さの環境を考

える）におかれた場合の結果であると考えてみる

と，その土地の寒さの指数と植栽植物の寒さの指

数を何らかの形で示すことができれば，それらを

比較することで生育条件に適した所であるかどう

かの判断ができるのではないかと考えた。

最初，その土地の寒さの指数を表現する方法と

して最低気温を考えてみたが，地形によって差が

ありすぎることから，次のような方法を考えてみ

た｡各月の最低気温が0｡C以下の月の平均値(絶

体値）を加算すれば，その土地の寒さの厳しさを

表現できるであろう。この場合の寒さの尺度を寒

冷指数とした。

寒冷指数を得るには各地に気象観測所が存在す

るので，容易にそのデータを集めることができ

る。

3．施工地の寒冷指数の求め方

標高が上がれば気温が低下し,緯度が高くなれ

ば寒くなる。緯度が異なった地点で同温点の標高

を知ることはできないか，またその値を推測する

方法はないであろうか。

任意地点の気温の推測方法として気象庁統計課

による推定式

jc="､P(ID-30ID｡)+M･….……….…(1)

がある。ここでは(6)は標高("）の係数であり，

基準緯度?oとして北緯30.を用い,9IDoは北緯

30｡,海抜OInの温度となっている｡Pは緯度の

係数として示されている。

111ⅡIllllⅢ11Ⅱ11ⅡⅡlIlIIⅢlⅡⅡ111川lⅡ11ⅡIIllIIⅡlillⅡⅡⅡMⅢⅢI|ⅡIⅡⅢlⅢIHIIIIMIIlIⅡ''11川lⅡ11Ⅲ11ⅡⅢⅡⅡ11川ⅡIlllIlIIlIIIIIIIⅢ111Ⅱi1ilIllⅡIlIIIⅡⅢ111ⅢIlIiIⅡlⅡⅢⅡ1111ⅡIillIlllIIⅡIiIⅡ川ⅢⅡ111Ⅱ川lⅡ111Ⅲ11ⅡⅡ11ⅡⅡlⅢⅡllIII1I
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太陽エネルギーの供給量を考えてみれば，同一

面積に対し緯度が高くなれば減じることになる。

一定量のエネルギーが供給されたとすれば，緯度

が高くなると1/cos"("=緯度)だけ減じてくるは

ずである。

気象庁の推定式(1)をみると，緯度をそのまま使

用している。緯度の差が小さい場合は適合する

が，緯度に差が大きくなれば三角函数に変換した

ほうがよいと考えた。

緯度と標高から前述した寒冷指数の関係を北日

本全域70地点の月別最低気温の平均値により重

回帰分析を行った。緯度を(′)，標高(H)をとし

たところ寒冷指数(C)は

C=(3.75/cos")+0.024H-134.9･･…･(2)

で与えられ，その重回帰係数は0.8769,決定係

数0.769,偏相関行列では寒冷指数に対する緯度

の偏相関0.872,標高では0.717となった。

この回帰式による推定値と観測所の実測値との

比較では海岸に近い所で推定値に高い値が，盆地

では低い値が見られた。

海洋性の要因として海洋度（観測点を中心に半

径100mの円を描き海の占める面積．%)また盆

地に対して加算を行い再び重回帰分析を行ったが

十分な結果は得られなかった。

さらに海岸に近い15カ所を除いて，緯度，標

高の2要因で重回帰分析を行った。この結果，

C=(236.9/cos")+0.025H-290.8……(3)

の回帰式が得られた。

この場合の重回帰係数は0.9330,決定係数

0.8700となり，偏相関行列における寒冷指数に

対する緯度の偏相関は0.908,標高に対しては

0.912となった。

寒冷指数の推定値と実測値と比較したところ，

盆地では推定値にやや低い値が得られたが，その

他の地域では適合した。また差があってもその差

はわずかであった。

したがって山腹施工地の緯度と標高がわかれ

ば，(3)式によりこの施工地の寒冷指数を求めるこ

とができる。

海岸に近い所では推定指数が高くなり，盆地で

はやや低い値をとる。高い値の場合では特に問題

は起こらないであろうし，盆地でも，盆地の中心

ではなく山際のため特に問題はないと考える。

4・植物の分布限界と寒冷指数

植物の分布には，気温条件による生育限界が存

在する。

また植物の分布には地理的，歴史的な条件によ

り，ある地域では存在しない場合がある。その例

としてカンパ属のシラカンバは北海道全域に分布

するが’東北地方の大半では見られず，関東北部

と中部地方に分布している。

広範囲に分布する植物は連続的に存在してい

る。この植物の欠ける所はなんらかの原因で欠け

たものである。このような植物の生育限界を見て

みよう。

各地に草原が存在するが，日本の草原を代表す

る植物はススキであろう。中部日本では上限が

1,800mぐらいの所にあって，それより上部では

イワノガリヤスに交替している。しかし，点状に

さらに高い所にも生育しているススキもある。

森林帯を考えてみると，その上限部では優占種

が一定の標高で生育限界となっている。しかしそ

の群落の伴生種はそれより下部で限界となってい

るもの，上部で限界となっているものもある。林

床植物を見ると，さらに高標高の所にも生育して

いる。この林床植物は上木の庇護のもとに寒さを

しのいでいると考えられる。

以上のことから被圧されず，その地域での群落

の構成種で，上層を占めている植物を選び，その

表･1ミヤコグサの分布上限から推定した寒冷指数

高
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表・2限界付近に生育する植物の寒冷指数

生 育地
自
熱
然
入

柚 物名 指数

緯度 標高 名地

アカマッ

ミ．ヤマヤシャブシ

上メヤ身ャブシ
タニガワハンノキ

〃

ケヤマハンノキ
〃

キ ハギ

ヤマノ、ギ
〃

マルバハギ

メドハギ

オノエヤナギ
〃

〃

（ツコヤナギ

〃

エゾノバッコヤナギ

イヌコリヤナギ
〃

〃

ノリウツギ

〃

イタドリ
シロツメクサ

〃

〃

ヨ モギ

オオヨモギ

〃

ススキ

シバ

ト夕“シバ

ウシノケグサ

レツドトシプ

ケンタッキー31フェスク
〃

クリーピングレッドフェスク
〃

〃

オーチャードグラス
チモシ

36.12’

3612

3640

3618

3620

3614

4311

3610

3622

4326

3610

3551

3612

4340

4353

3614

3610

4353

3614

4300

4326

3614

4311

3614

3614

3552

4353

3614

3618

4353

3614

3609

3614

3614

3614

3552

3614

4353

3552

3614

4353

4326

自然
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

螺入

自然
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

植栽

自然
〃

導入

自然繁殖

螺入

自然
〃

〃

〃

〃

〃

〃

導入

自然繁殖

導入
〃

自然繁殖

導入
〃

〃

長野県松本市茶臼山

〃〃美ヶ原

高橋による

長野県上高地

高栃による

長野県松本市美ヶ原
北海道摩周湖

アトラスによる

高橋による

北海道阿寒湖

長野県諏訪郡下諏訪町三雌山

〃御撤山

小ﾘ関郡和田村美ヶ原
アトラスによる

北海道北見峠

長野県松本市美ヶ原

高橋による

北海道北見峠

長野県松本市美ヶ原

アトラスによる

北海道阿寒湖畔

長野県松本市美ヶ原
北海道摩周湖

長野県松本市美ヶ原
〃

〃御搬山

北海道北見峠

長野県松本市美ヶ原

北アルプス唐沢

北海道北見峠

長野県松本市美ヶ原

〃岡谷市鉢伏山

〃松本市美ヶ原
〃〃

〃〃

〃御激山

〃松本市美ヶ原

北海道北見峠

長野県御激山

〃松本市美ヶ原

北海道北見峠
〃阿寒湖畔

３
８
６
２
３
２
８
２
０
２
１
５
３
８
７
６
２
７
９
６
２
９
８
９
９
３
７
１
７
７
９
１
６
６
６
３
９
７
３
９
７
ワ
』

。
ｅ
●
■
各
各
。
■
●
①
■
○
口
●
●
甲
ゆ
◆
●
Ｇ
●
早
口
●
Ｇ
■
■
●
■
吾
■
●
■
吾
の
。
●
申
中
中
＄
由

髭
⑲
“
銘
娼
鎚
獅
別
々
妬
妬
鏥
弛
鑓
認
印
弱
弼
龍
弱
妬
砲
靭
認
誕
弱
錦
記
弱
鎚
認
釦
副
記
銘
弱
駆
詔
硫
艶
認
帖

1,980m

1.880

1,600

1,600

1，800

2,0()0

550

1,900

1,800

432

1,740

1,400

1,980

1．1()0

832

1.910

2．100

832

2,()00

900

432

2,000

550

2．000

2，000

2，190

832

2,010

2,100

832

2．000

1．900

1,95()

2，03(）

2,030

2．190

2.000

832

2,190

2，000

832

432

雄育限界地点から寒冷指数を求めれば，その植物ている。

の導入限界点が求められるであろう。堀川氏の植5．寒冷指数と山腹緑化用植物

物分布図譜よりミヤコグサの分布上限から推定寒山腹緑化に使用する植物について導入限界の寒

冷指数を求めたのが表･1である。北緯41.でやや冷指数が明らかになれば，その寒冷指数と施工地

低い値となるが，指数は43～45付近の値をとっ の寒冷指数を求めて適合植物を選択することがで

IⅢⅡⅡIⅡⅡIIIIIIIⅡIⅡIⅡIIIIH1ⅡⅡ1Ⅱ11ⅡⅡIIIlIIIIIⅡⅡIⅡIIIIIⅡ1111Ⅱ111ⅡIIIIⅡⅡⅡⅡIHIⅡ111ⅡIⅡⅢ111Ⅱ11ⅡIⅡⅡIⅡⅡIⅡIⅡⅡiⅡIⅡ11【ⅡⅢIII1ⅡⅡ'ⅢⅢ11ⅢⅡIⅡ11ⅡIⅡIⅡIⅡⅢⅡIⅡIⅡIⅢIⅡⅢⅡⅡIⅡⅡⅡlⅡⅡⅡⅡ1111ⅡⅡⅡlⅡⅢIⅢ111ⅡillllⅢ
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き る。6おわりに

表・2に掲げた山腹緑化に導入する在来植物のこの寒冷指数の考え方は高冷地における山腹緑

寒冷指数については，それぞれの生育限界を次の化用樹草の適・不適の判定ばかりでなく，造林樹

ようにして求めた。種の選定，保安林等の導入樹種を決定する際にも

すなわち，過去に調査した植生・土壌の野帳の役立つものであると考える。保安林に使用する樹

中から緯度・標高の明らかなものについては，そ種を広範囲に求め，それぞれ個有の寒冷指数を求

のデータを基に寒冷指数を求めた。また不足のデめるととによって，施業指針の一部が明らかにな

－タについては高橘氏の本州中部森林における垂っていくものと思われる。保健保安林などで，適

直分布帯の研究，堀川氏の日本植物分布図譜より合しない樹種が選択されて失敗した例があった。

生育地点を求めて寒冷指数を算出した。外来の牧草類については，十分な資料が得られ

また牧草類については山腹工の施工地，林道法なかったので今後資料を求め，山腹緑化の技術向

面などの緑化地，その付近の自然繁殖地を寒冷指上に役立たせていきたい。また寒冷指数を算出す

数として求めた。るのに緯度の計算表，標高の計算表があれば，め

表・2に挙げた各々の寒冷指数で補足を加えるんどうな計算をしないですむ。紳度の計算をする

と，樹木類では寒冷指数が大きな値を示したものには三角函数表が必要である。
を記し，本州・北海道の資料があるものについて （おおきまさお・長野県林業指導所）

記載した。
参考文献

牧草類については天然分布の資料がなく，導入
堀川芳雄：日本植物分布図譜1.1976年Ⅱ.1976年,学研

地の例であるが，現在得られた資料によって示し吉良竜夫：日本の森林帯1949年，日本林業技術協会
気象庁：日本の気候表その21982年たものである。
日本気象協会長野支部：開発地域気象綱迩瞥長野県企業局，

この表の利用について，施工地の寒冷指数が求1971年
日本気象協会長野支部；長野県気象年報1971～1983年められれぱ，この表の寒冷指数を見ての値が大き
高橘啓二：林試報告No.142,本州中部森林における垂直分布

ければ，採用が可能である。韮の研究,1962年

ⅡⅡⅡⅡ川Ⅱ111ⅢIⅡIⅡ11川ⅡIⅡ11ⅡⅡⅢ111Ⅲ||ⅡlⅡⅡⅡIⅡⅢ111ⅡIⅡl川ⅡIIIIIⅡⅡ11ⅡlIllIIIIIIIIⅢⅡlⅢⅢⅢ川ⅡlliIⅡllIIIlIlIiⅡ111Ⅱ111ⅡlIIIIⅢlⅡIⅡlIIIllIⅢⅡ1111ⅡlIllIⅡlllIIⅡlMIlIII1I1II1川IⅡIⅡIⅡ1111Ⅱ1111Ⅱ11Ⅱ11ⅡIⅡlⅡ11ⅡⅡlⅡIⅢⅡⅢ

刊行のご案内

監修林業試験場企画森林開発公団
図
説スギ･ヒノキせん孔性害虫－その見分け方と防除

B5判16ページ(4色刷・耐水加工紙使用）定価600円（送料込）

現場で検索一被害の特徴と発見が容易
耐水加工紙を使用。現場での雨露にも支障ありません。検索表により，せん孔性害虫の判別を容易にし，防除と予防のポ
イントならびに各害虫の生活史をイラスト・写真でわかりやすく図説しました。
〔採録している害虫は，スギカミキリ，ヒノキカワモグリガ，スギザイノタマバエ，スギノアカネトラカミキリ〕

日本の森林資源…‘"真鯛聯林野庁監修

5年ごとに実施される全国森林資源現況調査の今次澗査結果（昭和61年3月31日現在）の概要。
〔内容)1.調査結果の概要（主要項目について図解),n.森林資源現況表1.総括（総括表／面積・蓄積
（地域別・都道府県別)）2.人工林齢級別面積・蓄積（地域別・都道府県別）3.人工林樹種別面談・蓄積（都
道府県別)｣l.人工林樹種別齢級別面職・蓄積（針葉樹・スギ・ヒノキ・マツ類・カラマツ・その他針葉樹・
広葉樹別）5.天然林林相別面職・蓄砿（地域別・都道府県別）6.天然林齢級別面稜・蓄積（都道府県別）7．
天然林樹種別蓄積（都道府県別）

発行日本林業技術協会
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九州大学農学部演習林報告

第57号

昭和62年3月

九州大学農学部附属演習林

口環境情報としての樹木年輪の定量

解析(Ⅱ）

ロスズタケの生態に関する研究(Ⅳ）

個体生長と光合成（英文）

口九州中部山岳地帯におけるモミ・

ツガ天然林の成立過程に関する研究

口樹高生長モデルの研究（英文）

口六演習林スギ品種試験地の精英樹

クローンの樹絆形の変異

口六演習林スギ品種試験地のスギ在

来品種および精英樹クローン間の材

質変動

口木材の応力～ひずみ関係の挙動を

とらえる一つの考えかた一繊維方

向の荷重と関連させて（英文）

口木材の電気伝導と電場依存性に関

する研究

ロスギ若齢木からの平割材における

曲げ弾性係数の林内分布に関する統

計的解析

口木材の商周波加熱併用減圧乾燥

（Ⅱ)－減圧および乾燥中における

木材の内部圧力

強二こに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお顕いいたします。｜ll1llllllll
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林業試験場研究報告No.344

昭和62年3月

林業試験場

ロ森林土壌の土壌水分に関する研究

節5報

京都府中部および南部山地土壌の

水湿状態，保水量，水湿指数

ロマツバノタマバエの生態学的研究

第2報

低密度個体群の個体数変動の分布

様式

（研究資料）

ロスギ枝打ち林分から生産された柱

材の品等調査例

ロクリが優占する落葉広葉樹林にお

ける林分構造の経年推移

ロ東北地方におけるスギの雪圧危険

地幣区分図

木材加工資料No.16

昭和62年2月

奈良県林業試験場

口除湿乾燥材への高周波式含水率計

の適応性

ロヒノキ・スギ挽板積層板の接着剤

混入防腐処理

口集成梁材･のスパーンはりせい比と

みかけの曲げヤング係数

口水性高分子イソシアネート系接着

剤（水性ビニルウレタン）の椛造用

集成材への利用

ロロッジポールパインおよびポンデ

ローサパインの'M須と用途一椛造

用集成材のラミナとしての利N1

口木質系産業用資材等の需要ポテン

シャル調査

ロプレカットエ場の実態調査

ロプレカットエ場における加工時間

に関する洲査 試験研究報告第29号

昭和61年12月

鳥取県林業試験場

ロスギ採種園における花粉管理に関

する研究(Ⅱ)一園内の飛散花粉鑓

と種子の稔性について

ロスギの各種林分織造下における林

内相対照度の経年変化及び下木の生

長並びに相対照度の間接測定法

口天敵微生物ポーベリア菌によるマ

ツノマダラカミキリ駆除試験

口食用きのこ栽培のコストダウン技

術一ビニール袋かけによるシイタ

ケ子実体の成長効果について

ロ4型林内作業車(GC-551)の

性能と伐出事例の検討

ロ山腹急斜地の緑化に有効な基礎工

に関する研究

研究報告第21号

昭和61年12月

広島県林業試験場

〔研究報告〕

ロ広島県のメッシュ森林利用区分

DSylvestres亜節の種及び種間雑

種数種の生育と多変量解析による系

統分類

口恒温恒捌佇蔵庫によるヒノキ貯蔵

種子の発芽能力について

ロハチロウスギ天然林の森林植生に

関する研究

口竜巻による森林被害について－

昭和61年6月24日双三郡三和町に

おける事例

ロヒノキ若齢林の病害実態洲査

神奈川県林業試験場研究報告

第14号

昭和62年3月

神奈川県林業試験場

口神奈川県の山林苗畑におけるコガ

ネムシ類の誘引消長と薬剤防除

口大気汚染と樹木衰退に関する研究

(1)スギの樹勢推移と年輪幅の変動

口丹沢南斜面の里山地帯におけるク

ヌギーコナラ林を構成する広葉樹数

種の成長

口昭和61年3月神奈川県で発生し

た冠雪激害地域の要因解析

口神奈川県におけるスギノアカネト

ラカミリキの被害

林業技術No.5481987.11
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見
回
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
雨
の
中
を
里
か
ら
帰
っ
て
き

た
青
年
に
対
し
、
親
方
は
も
う
お
ま
え
に
や
め
て
も
ら
え

と
い
っ
た
、
と
源
右
衛
門
は
告
げ
た
。
親
方
は
そ
こ
ま
で

き
ゅ
う

は
口
に
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
つ
ま
り
お
灸
を
す
え
る
つ

も
り
で
う
そ
を
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
か
、
と
青
年
は

あ
と
は
黙
っ
て
荷
物
を
ま
と
め
て
山
を
下
っ
て
し
ま
っ

た
。

つ
ま
り
先
輩
を
追
い
出
し
て
、
源
右
衛
門
は
自
立
（
焼

き
子
と
し
て
だ
が
）
し
た
わ
け
で
あ
る
。
う
れ
し
く
は
あ

る
が
複
雑
な
気
持
で
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
話

を
私
は
繰
り
返
し
父
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

そ
の
と
き
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
炭
焼
き
と
し
て

働
き
続
け
た
の
で
あ
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
指
を
折
っ
て
み
る

と
、
一
生
の
う
ち
に
炭
窯
を
三
十
カ
所
ほ
ど
に
築
い
た
と

ﾀiソ（競俺）
と9農ﾝボー/し

蕊
元"剛一 ＝

(画・繁者）

み
ら
れ
る
。
場
所
は
和
敬
山
県
を
は
じ
め
三
重
県
と
奈
良

県
、
そ
れ
に
大
正
十
年
ご
ろ
に
は
日
向
（
宮
崎
県
）
ま
で

も
出
か
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
備
長
炭
の
原
木
で
あ
る
バ

ベ
（
ウ
バ
メ
ガ
シ
）
と
カ
シ
が
分
布
す
る
地
方
だ
。
ま
た

そ
の
あ
い
だ
に
生
産
し
た
量
は
、
お
よ
そ
六
十
万
俵
（
一

俵
は
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

生
涯
の
ほ
と
ん
ど
は
山
小
屋
で
暮
ら
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
源
右
衛
門
は
社
会
に
対
し
て
も
、
決
し
て
関

心
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
世
間
知
ら
ず
で
も
な
か

っ
た
。

む
し
ろ
炭
焼
き
は
農
民
な
ど
と
比
べ
て
世
を
広
く
渡
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
特
に
備
長
炭
を
専
業
に
焼
く
人
々

は
、
よ
い
原
木
を
追
い
か
け
て
、
身
軽
に
行
動
し
た
。
山

里
で
は
ま
だ
海
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
も
い
た
時

代
に
、
彼
ら
は
汽
車
に
も
船
に
も
乗
り
、
遠
く
の
町
の
生

活
を
見
聞
し
た
の
で
あ
る
。
あ
の
人
は
炭
焼
き
だ
か
ら
も

の
知
り
だ
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

ま
た
源
右
衛
門
は
新
聞
も
ず
っ
と
取
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
炭
焼
き
と
し
て
は
珍
し
い
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
山
小
屋
ま
で
は
配
達
さ
れ
な
い
か
ら
、
た
ま
に
里
ま

で
食
糧
品
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
に
行
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
窯
小
屋
の
壁
な
ど
に
差
し
て
お
い
て
、
作
業
の
合

間
な
ど
に
読
ん
で
い
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
手

に
す
る
の
は
昭
和
三
十
年
代
も
半
ば
の
こ
と
で
、
そ
れ
以

前
は
新
聞
が
唯
一
の
情
報
源
だ
っ
た
の
だ
。
と
い
っ
て
も

文
化
や
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
は
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
ず
、
も

っ
ぱ
ら
関
心
の
あ
る
の
は
社
会
面
と
政
治
関
係
の
記
事
だ

っ
た
。

少
し
ば
か
り
だ
が
自
分
自
身
政
治
に
か
か
わ
っ
た
こ
と

も
あ
る
。

昭
和
十
八
年
、
源
右
衛
門
は
父
親
の
あ
と
を
継
い
で
、

野
中
（
現
・
和
歌
山
県
中
辺
路
町
）
の
村
外
れ
の
田
畑
つ

き
の
一
軒
家
に
落
ち
つ
い
た
。
そ
の
と
き
私
は
六
歳
、
生

ま
れ
て
初
め
て
掘
立
小
屋
で
な
い
里
の
家
に
住
む
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
以
来
、
私
が
高
校
へ
進
学
す
る
ま

で
の
十
年
間
、
父
母
は
炭
焼
き
の
か
た
わ
ら
、
な
れ
な
い

百
姓
仕
事
に
も
手
を
染
め
た
。

そ
し
て
敗
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
二
十
二
、
三
年
ご
ろ
、

源
右
衛
門
は
野
中
区
約
一
四
○
戸
の
区
長
に
な
り
、
麗
協

の
理
事
も
務
め
、
や
が
て
旧
近
野
村
の
村
会
議
員
に
も
当

選
し
た
。

お
そ
ら
く
父
に
と
っ
て
は
生
涯
で
も
っ
と
も
得
意
な
場

面
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
百
姓
は
母
に
任
せ
、
炭
焼
き

に
は
戦
地
か
ら
復
員
し
た
者
を
焼
き
子
と
し
て
雇
っ
て
お

い
て
、
自
分
は
手
弁
当
で
い
わ
ゆ
る
公
職
の
た
め
に
奔
走

し
た
の
で
あ
る
。

社
会
が
大
き
く
変
革
し
た
時
代
の
こ
と
で
、
区
や
村
の

仕
事
も
多
忙
を
き
わ
め
た
。

新
制
の
中
学
校
を
建
設
し
た
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
野
中
区
の
会
館
も
こ
の
こ
ろ
に
建
て
た
。
さ
ら
に
二

十
四
年
に
は
村
に
初
め
て
電
灯
が
入
れ
ら
れ
た
。
い
ず
れ

も
財
源
不
足
の
中
で
、
木
材
な
ど
の
資
材
は
山
林
家
の
寄

付
を
た
の
み
、
工
事
も
大
部
分
は
住
民
の
労
働
奉
仕
に
よ

っ
て
行
っ
た
も
の
だ
。

そ
の
あ
い
だ
源
右
術
門
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
先
に
立
っ
て

働
い
た
。
も
ち
ろ
ん
村
の
人
々
と
の
つ
き
あ
い
も
深
く
な

る
。
仲
間
の
議
員
な
ど
を
一
軒
家
に
連
れ
て
き
て
、
酒
を

飲
ん
で
は
深
夜
ま
で
騒
ぎ
た
て
た
。
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げ
ん
え
も
ん

私
の
父
、
源
右
衛
門
が
倒
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
三
年

十
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。

沖
縄
初
の
主
席
公
選
に
関
す
る
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
き
な

が
ら
、
二
人
し
て
窯
出
し
を
し
て
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ

る
。

ふ
だ
ん
の
父
は
き
わ
め
て
壮
健
だ
っ
た
。
そ
の
日
も
、

隠
道
口
の
炭
窯
で
一
日
働
き
、
夕
蓉
れ
自
分
の
家
に
帰
っ

た
。
私
も
山
小
屋
か
ら
下
り
て
い
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に

し
ょ
う
ち
ゅ
う

二
人
で
焼
酎
を
飲
み
始
め
た
の
で
あ
る
。
と
、
含
ん
だ
酒

が
口
も
と
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。
口
も
利
け
な
く
な
っ

た
。
そ
の
ま
ま
露
解
し
て
翌
日
に
息
を
ひ
き
と
っ
た
の
で

あ
る
。
脳
卒
中
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
身
体
を
酷
使
し
た

せ
い
で
、
大
事
を
と
っ
て
お
れ
ば
も
っ
と
長
く
生
き
ら
れ

た
に
ち
が
い
な
い
。
七
十
六
歳
の
生
涯
だ
っ
た
。

父
・
源
右
術
門
は
小
柄
だ
が
、
い
か
に
も
労
働
で
き
た

え
ら
れ
た
ふ
う
な
、
が
っ
し
り
と
し
た
礁
躯
の
男
で
あ
っ

た
。
鼻
の
下
に
一
セ
ン
チ
ば
か
り
の
口
ひ
げ
を
た
く
わ
え
て

い
た
。
通
称
「
ゲ
ン
ョ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
人
々
は

ゲ
ン
ョ
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
ず
口
ひ
げ
で
思
い
浮
か
べ

山
峡
の
譜

燧
道
口
ｌ
最
後
の
窯
出
し

た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
口
ひ
げ
こ
そ
は
彼
の
誇
り
高
く

負
ん
気
の
強
い
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
た
。

他
人
の
機
嫌
を
と
っ
て
頭
を
下
げ
る
な
ど
は
、
お
よ
そ

で
き
な
い
男
で
あ
っ
た
。
相
手
が
格
の
ち
が
う
有
力
者
で

あ
っ
て
も
、
正
面
か
ら
顔
を
見
す
え
て
ロ
を
利
い
た
。
自

分
も
ひ
と
か
ど
の
人
物
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
自
尊
心
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
だ
っ
た
か
と
も
思
わ

れ
る
。
だ
が
職
業
柄
か
ら
培
わ
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
だ
る

》
つ
。

炭
焼
き
と
い
え
ば
社
会
の
底
辺
の
人
々
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
し
か
に
自
立
で
き
な
い
で
親
方

の
も
と
で
焼
き
子
と
し
て
働
く
人
々
は
、
隷
属
を
し
い
ら

れ
、
厳
し
い
搾
取
も
行
わ
れ
た
。

だ
が
少
し
ば
か
り
か
い
性
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
資
本
で

山
林
を
選
ん
で
買
い
、
自
分
の
窯
を
持
つ
こ
と
も
で
き

る
ｂ
仕
事
の
や
り
よ
う
も
、
製
品
を
売
る
に
つ
い
て
も
、

他
人
か
ら
支
配
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
っ
た
く
自
由
な

の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
社
会
と
い
う
大
き
な
組
織
か
ら
逃
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
会
社
に
勤
め
る
者
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
拘
束
や
、
身
分
関
係
に
気
を
つ
か
う
と
い
う
こ
と
は
ま

宇
江

ｊ一一Ｉ敏
勝

し
つ
こ
卓
●
、

ず
な
か
っ
た
。
ま
た
農
民
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
姪
桔
と

も
無
縁
で
あ
る
。
つ
ま
り
頭
を
下
げ
ね
ば
な
ら
な
い
相
手

は
い
な
か
っ
た
の
だ
。
自
立
性
は
き
わ
め
て
強
い
け
れ
ど

も
、
い
つ
ぽ
う
で
は
他
人
と
の
協
調
性
に
欠
け
る
と
い
う

人
物
が
、
炭
焼
き
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
ゲ
ン
ョ
さ
ん
の
自

尊
心
も
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
炭
焼
き
が
自
立
性
を
享
受
す
る
た
め
の
代
償
は

少
な
く
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
雪
や
雨
の
降
り
込
む
掘
立
小

屋
の
暮
ら
し
で
あ
る
。
た
い
て
い
は
里
に
遠
い
た
め
に
食

樋
も
不
足
が
ち
、
ま
た
子
供
た
ち
は
細
い
危
険
な
道
を
学

校
へ
通
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
昼
も
夜
も
働
き
続

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
生
活
が
成
り
立
っ
た
の

だ
。
源
右
衛
門
も
じ
つ
に
よ
く
働
い
た
。
ま
さ
に
労
働
す
る

た
め
に
、
あ
る
い
は
炭
を
焼
く
た
め
に
生
ま
れ
た
よ
う
な

人
物
と
も
い
え
よ
う
か
。
と
み
さ
と

父
は
明
治
二
十
五
年
に
富
里
（
和
歌
山
県
大
塔
村
）
に

生
ま
れ
た
。
時
代
は
わ
が
国
の
資
本
主
義
経
済
が
め
ざ
ま

し
く
成
長
す
る
こ
ろ
で
あ
る
。
木
炭
の
需
要
も
伸
び
、
彼

の
ま
わ
り
で
も
炭
焼
き
を
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
父
は
小

学
校
を
中
途
で
や
め
て
、
九
つ
の
こ
ろ
か
ら
養
子
に
や
ら

れ
た
家
で
炭
焼
き
の
手
伝
い
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
話
も
、
私
は
窯
出
し
を
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
夜
の
小

屋
で
焼
酎
を
飲
み
な
が
ら
聞
か
さ
れ
た
も
の
だ
。

源
右
衛
門
が
一
人
で
炭
を
焼
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十

五
歳
の
と
き
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
は
あ
る
青
年
の

弟
子
の
か
た
ち
で
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
青

年
は
里
の
娘
と
仲
よ
く
な
っ
て
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
か
け

る
の
で
仕
事
に
な
ら
な
い
。
そ
の
留
守
中
に
親
方
が
窯
を

林業技術No.5481987．、
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Ｊ
心

猟

鍵

悪議

能満寺のソテツ ニコン501．35～70ミリズームレンズ・70ミリ。う。ラスX

〔能満寺のソテツ〕

所在静岡県榛原郡吉田町大字片岡。能満寺
交通東海道線藤枝駅からタクシー

特徴国指定天然記念物。主幹根回り3.42m･全体の
商さ約6m

〔八幡神社のシイノキ〕

所在静岡県島田市湯白169番地。八幡神社境内
交通東海道線島田駅下車。バス
特徴目通り周囲約Sm･樹高約15m･樹齢不詳

の
う
堅
ん
じ

妬
能
満
寺
の
ソ
テ
ッ

ソ
テ
ッ
は
常
緑
裸
子
植
物
類
で
、
ソ
テ
ッ
科
に
は
数
種

類
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
の

産
。
そ
の
う
ち
の
ソ
テ
ッ
一
種
だ
け
が
日
本
の
南
端
に
達

し
、
そ
の
分
布
は
沖
縄
列
島
・
奄
美
大
島
か
ら
九
洲
の
南

端
ま
で
の
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ソ
テ
ッ

を
巨
樹
の
仲
間
に
加
え
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
ら
な
い
で

は
な
い
が
、
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

静
岡
県
に
は
国
指
定
天
然
記
念
物
の
ソ
テ
ッ
が
三
本
も

あ
る
。
こ
の
地
方
の
気
候
は
ソ
テ
ッ
に
と
っ
て
居
心
地
が

よ
ほ
ど
い
い
の
で
あ
ろ
う
。

前
記
、
八
幡
神
社
の
シ
イ
ノ
キ
を
搬
影
後
、
宮
村
さ
ん

に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
能
満
寺
の
ソ
テ
ッ
を
訪
ね
た
。
こ

の
ソ
テ
ッ
は
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
、
本
堂
の
右
側
に
あ
っ

た
。
数
本
に
分
か
れ
天
を
突
く
勢
い
で
あ
る
。

「
大
井
川
上
流
よ
り
死
ん
だ
大
蛇
が
流
れ
つ
い
た
。
埋

葬
し
、
そ
の
上
に
支
那
よ
り
持
ち
帰
っ
た
ソ
テ
ッ
を
植
え

た
。
現
在
の
ソ
テ
ッ
が
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
の
も
、
大

蛇
の
精
が
の
り
移
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
あ
る

日
、
能
満
寺
に
徳
川
家
康
が
立
ち
寄
っ
た
と
き
、
当
時
と

し
て
は
珍
し
い
、
そ
し
て
大
き
な
ソ
テ
ッ
を
見
て
所
望
し

た
。
大
き
な
ソ
テ
ッ
を
船
で
静
岡
の
ほ
う
ま
で
運
ん
だ
と

こ
ろ
が
、
夜
な
夜
な
ソ
テ
ッ
が
泣
く
の
で
、
ま
た
寺
に
帰

さ
れ
た
と
い
う
」

以
上
が
、
小
ぶ
と
り
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
こ
の
寺
の
住

職
の
説
明
だ
っ
た
。
ま
た
、
ソ
テ
ッ
は
草
だ
か
ら
支
え
棒

を
し
な
け
れ
ば
折
れ
て
し
ま
う
。
と
も
付
け
加
え
て
く
れ

た
。
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島
田
市
湯
白
八
幡
神
社
の
シ
イ
ノ
キ

私
の
古
樹
巡
礼

ニ
コ
ン
五
○
一
・
三
五
１
七
五
ミ
リ
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
・
七
十
ミ
リ
。
プ
ラ
ス
Ｘ

錨動
写
真
・
文

鞄

八
木
下
弘

'~＝F1

云
穴

力､激 悪

幅
島
田
市
湯
白
八
幡
神
社
の
シ
ィ
ノ
キ

「
拝
啓
貴
殿
執
筆
の
『
巨
樹
』
（
講
談
社
新
書
判
）

を
興
味
深
く
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
金
沢

城
跡
の
シ
イ
ノ
キ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は
私
の
近
所
に

も
シ
イ
ノ
キ
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。
写
真
を
添
え
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

全
国
的
に
見
て
シ
イ
ノ
キ
の
巨
樹
は
ど
の
程
度
が
現
存

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
知
り
た
く
思
い
ま
す
」

全
国
に
は
巨
樹
を
愛
好
す
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
る
と

み
え
て
、
時
折
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
い
た
だ
く
が
、
こ
の

た
び
は
静
岡
県
の
宮
村
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
で
あ
っ
た
。

現
在
、
国
に
よ
っ
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
シ

イ
ノ
キ
は
わ
ず
か
に
数
本
だ
け
で
あ
る
が
、
金
沢
城
跡
の

シ
イ
ノ
キ
も
、
目
あ
て
の
カ
シ
ノ
キ
が
、
老
朽
で
写
真
に

な
ら
ず
、
落
胆
し
て
の
帰
途
、
偶
然
に
発
見
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
国
指
定
で
は
な
い
が
私
の
知
る
限
り
で
は
東
京

都
や
茨
城
県
の
お
寺
の
境
内
に
シ
イ
ノ
キ
の
巨
樹
が
多

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
宮
村
さ
ん
に
ご
返
事
し
た
の
で
あ
っ

た
。
折
よ
く
私
の
タ
ベ
リ
ア
の
風
」
写
真
展
が
、
東
京

・
大
阪
を
経
て
九
月
の
初
め
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
帰
路
、
島
田
市
に
途
中
下
車
を
し

た
。
翌
早
朝
、
宮
村
さ
ん
が
ホ
テ
ル
に
迎
え
に
き
て
く
れ

て
早
速
、
彼
の
推
せ
ん
す
る
シ
イ
ノ
キ
に
お
目
に
か
か
っ

た
。
小
さ
な
八
幡
様
の
境
内
の
入
口
に
立
つ
シ
ィ
ノ
キ
は

相
当
の
樹
齢
ら
し
く
、
幹
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
朽
ち
て
い

た
。
八
幡
様
の
下
近
く
を
昔
の
東
海
道
が
通
っ
て
い
て
に

か
ん
じ
装
う

ぎ
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
九
州
の
宇
佐
八
幡
宮
よ
り
勧
請

し
た
お
宮
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
シ
イ
ノ
キ
と

の
関
係
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
か
っ
た
。

林業技術No.5481987611
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製造工程
｜＜部品作り＞

裏
棒
作
り
一

四
二
器
淋
皇

聖
上
下
枠
作
り
一

＜組立＞

｜
蝉
諏
村
麺
右
一

倉
画
也

一
仕
上
げ
一

一
磨
き
一

一
星
目
入
れ
一

一
止
め
－

１
一
一
枠
締
め
一

一
裏
板
取
付
け
一

一
下
枠
取
付
け
一

一
裏
棒
入
れ
一

一
一
玉
ざ
し
一

饒
郷
刊
却
右

１
１
１
Ｆ
’

五
玉
ざ
し

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ

中
桟
ざ
し

－－－

淵(努蕗．玉 り’作

(蕩詫ﾁｸH軸作 り’

パ
、
ソ
連
な
ど
で
は
、
単
な
る
計
算
道
具
と
し
て
で

は
な
く
、
子
供
の
数
理
概
念
の
養
成
教
材
具
と
し
て

関
心
を
も
た
れ
て
い
る
。

沿
革
雲
州
そ
ろ
ば
ん
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三

か
め
た
け

二
）
ご
ろ
島
根
県
仁
多
町
亀
嵩
の
大
工
村
上
吉
五
郎

が
、
広
島
の
塩
屋
小
八
作
の
そ
ろ
ば
ん
を
見
て
、
こ

の
地
方
に
産
す
る
力
詔
ウ
メ
、
ス
ス
竹
を
用
い

て
、
大
工
道
具
だ
け
で
そ
ろ
ば
ん
を
作
っ
た
の
が
始

ま
り
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
だ
動
け
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
苦
心
の
す
え
玉
を
作
る

「
足
踏
み
ロ
ク
ロ
」
を
考
案
し
、
ま
た
、
そ
ろ
ば
ん

作
り
の
秘
法
を
次
男
の
政
右
衛
門
、
長
男
の
子
裕
三

郎
に
伝
え
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
五
）
そ
の
製
作

を
軌
道
に
の
せ
、
や
が
て
製
作
技
術
を
公
開
し
た
。

ま
も
な
く
横
田
町
の
高
橋
常
作
や
村
上
朝
吉
ら
が
改

良
を
加
え
て
、
玉
を
削
る
「
手
回
し
ロ
ク
ロ
」
を
創

案
し
て
、
玉
削
り
を
飛
躍
的
に
容
易
に
し
た
。
さ
ら

に
、
朝
吉
は
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
の
で
、
生
産
も

急
激
に
増
え
、
地
場
産
業
と
し
て
の
基
礎
が
築
か
れ

た
。
原
材
料
玉
材
は
オ
ノ
オ
レ
、
イ
ス
ノ
キ
、
ツ
ゲ
、

ウ
メ
、
コ
ク
タ
ン
、
シ
タ
ン
。
軸
材
は
マ
ダ
ケ
、
モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
ス
ス
竹
。
枠
材
は
コ
ク
タ
ン
。

製
造
技
術
材
料
の
乾
燥
は
自
然
乾
燥
に
よ
る
が
、

玉
材
は
、
原
木
の
状
態
で
六
カ
月
以
上
、
荒
玉
の
状

態
で
二
週
間
以
上
、
枠
材
は
、
原
木
、
小
割
材
の
い

ず
れ
の
状
態
で
も
六
カ
月
以
上
乾
燥
さ
せ
る
。
製
造

工
程
は
玉
造
り
、
軸
（
心
竹
）
造
り
、
枠
造
り
、
組

立
て
の
四
工
程
に
分
か
れ
、
伝
統
的
な
技
法
と
し
て

次
の
こ
と
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

玉
造
り
で
は
、
口
取
り
（
玉
の
高
さ
を
そ
ろ
え
る
）

か
ん
な

を
し
た
後
、
玉
削
り
ロ
ク
ロ
お
よ
び
玉
削
り
鉋
で
仕

上
げ
削
り
を
す
る
こ
と
。
面
取
り
お
よ
び
穴
ざ
ら
い

（
穴
の
大
き
さ
を
一
定
に
す
る
）
を
す
る
こ
と
。

オ
ノ
オ
レ
を
玉
材
に
使
用
す
る
場
合
は
、
赤
身
の
部

分
を
使
用
し
、
ベ
ン
ガ
ラ
、
光
明
丹
お
よ
び
ギ
ラ
粉

で
着
色
す
る
こ
と
。
軸
造
り
で
は
、
軸
材
は
表
皮
を

、
、
、
、

残
し
て
し
ん
こ
き
（
穴
を
あ
け
た
鉄
板
）
で
し
ご
く

こ
と
。
枠
造
り
で
は
、
左
右
の
枠
（
と
も
）
と
の
接

む
か
い
げ
た

合
は
、
上
枠
（
向
桁
）
と
は
丸
ほ
ぞ
で
、
下
枠
（
手

前
桁
）
と
は
三
角
ほ
ぞ
（
う
ろ
こ
ほ
ぞ
と
も
い
う
）

で
す
る
こ
と
。
は
と
目
を
入
れ
る
こ
と
。
枠
の
上
面

に
は
丸
み
を
つ
け
る
こ
と
。
枠
の
裏
板
は
面
取
り
を

し
た
く
り
板
を
用
い
る
こ
と
。
枠
は
ト
ク
サ
や
ム
ク

の
葉
で
磨
い
た
後
、
木
ろ
う
で
ろ
う
引
き
を
す
る
こ

と
。
組
立
て
で
は
、
軸
は
表
面
を
上
に
し
て
組
む
こ

、
、

と
。
枠
締
め
を
し
た
後
、
と
め
突
き
（
左
右
枠
と
上

、
、

枠
お
よ
び
下
枠
の
接
合
部
分
に
と
め
を
作
る
）
を
す

る
こ
と
。
目
竹
止
め
、
裏
棒
止
め
お
よ
び
星
目
入
れ

を
す
る
こ
と
。

生
産
地
島
根
県
仁
多
郡
仁
多
町
、
横
田
町

生
産
規
模
○
企
業
数
一
○
○

○
従
事
者
数
四
一
五
人

○
年
生
産
額
一
二
憶
円
（
内
伝
産
品
二

億
三
○
○
○
万
円
）

組
合
○
雲
州
算
盤
協
同
組
合
〔
〒
六
九
九
’
一

八
島
根
県
仁
多
郡
横
田
町
大
字
横
田

二
二
八
’
二
電
話
（
○
八
五
四

五
）
二
’
○
三
六
九
〕
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全
国
伝
統
的
工
芸
品
セ
ン
タ
！
主
任
相
談
員

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

’

I

－… 隆一
一堂一

20.雲州そろばん

木
と
竹
は
、
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
が
多
い

が
、
と
も
に
植
物
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
工
芸
の
世

界
で
は
、
し
ば
し
ば
、
一
括
し
て
木
竹
製
品
と
呼

び
、
ま
た
、
木
と
竹
を
併
用
し
た
も
の
も
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
い
ず
れ
か
が
主
で
、
素
地

と
か
部
分
に
他
の
材
料
を
用
い
て
、
変
化
や
調
和
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
木
竹
併
用
製
品
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
特
性
を
、
用
に
即
し
て
よ
く

生
か
し
た
も
の
に
そ
ろ
ば
ん
が
あ
る
。

そ
ろ
ば
ん
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
時
代
の
「
土
砂
そ

ろ
ば
ん
」
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
・
な
ど

の
「
線
そ
ろ
ば
ん
」
や
「
溝
そ
ろ
ば
ん
」
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
西
洋
で
は
筆
算
の
発
達
と
と
も
に
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
。
後
漢
の
こ
ろ
（
一
’
三
世
紀
）
中
国

に
伝
わ
り
、
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
’
九
六
）
に
中

国
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
わ

が
国
で
実
際
に
普
及
し
た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
で
最
初
に
産
地
を
形
成
し
た

の
は
滋
賀
県
の
大
津
で
、
次
い
で
兵
庫
県
（
播
州
そ

ろ
ば
ん
）
、
島
根
県
（
雲
州
そ
ろ
ば
ん
）
で
あ
る
。

商
人
に
と
っ
て
そ
ろ
ば
ん
は
計
算
用
具
と
し
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
明
治
十
九
年
に
小

学
校
で
珠
算
が
採
用
さ
れ
て
以
来
、
生
産
量
は
漸
次

増
え
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
全
盛
期
を
迎
え
た
が
、

そ
の
後
、
小
学
校
の
授
業
時
間
の
減
少
、
官
公
庁
、

金
融
機
関
等
の
電
算
機
移
行
に
よ
り
需
要
は
減
退
し

た
。
し
か
し
、
数
年
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
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すべき天然林等についての森林施業

のあるべき姿や森林管理のあるべき

姿等を検討することとした。委員会

の第1回会合は去る10月19日に開

催されたが，今後おおむね1年間を

かけて，①林業と自然保護とのかか

わりについての基本認識，②自然保

護事案の数例をモデルとしての問題

点の摘出と今後の対応の方向，③林

政審議会が提言(61.12.25)した「森

林としての存在そのもの，ないし自

然そのものの維持を第1に考えるべ

農林鶏
林野庁に「林業と自然保護に

関する検討委員会」を設置
近年，森林の自然環境保全・形成

機能の高度発揮に対する要請が高ま

っている。なかでも，知床国有林を

はじめとして国有林を中心とした天

然林の取扱いが国民的な関心の的と

癒っており，全国的にもいくつかの

類似の事案の発生をみている現状に

ある。

このため林野庁は，長官の私的諮

問機関として有識者でもって椛成す

る「林業と自然保謹に関する検討委

員会」を発足させ，自然保謹に配慮

主要な検討項目し141然そのものの維持を第1に綴えるべき森林」等のいわゆ
1‘林業と自然係鯉との係わりについての雑木認識(1)わがI即る保全林のゾーニングの考え方．施業のあl)方(1)8機能分
の自然保,班思想の変遷，(2)林業（側有林）施策としてのこれ瀬のそれぞれの鞍え〃に対応する今日の制度の現状と間迦点．
までの111然保他への対応,(3),耐外側の自然保砿思想の変避,(2)モデル地域(I"1然保縦で問題となっている地域を2～3例
(4)日本型の保継，保全の概念蝶理引用する）でのあてはめ，（:；)保全林のゾーニング及び施難に
2．肖然係!i"嘩の数例をモデルとしての問題点の摘出と今後ついて兄【hすべき班填
の対応方向(1)知床，白神，蔦根旧等の近年問題となってい4.FI然保‘蓮により配慮して林難を行うべき天然林等の施難の
る事例分併(民有林を含む)．(2)過去（昭和40年代）に脚然係あり〃(1)天然林施業体系の鑛理,(2)優良事例，問魎蛎例(公
‘痩事案として赫題となった森林の検雛，(3)各事案における典剛内で景観に配職して実行している例等).(柳保全林隣接地域
通事項の雛理とその分析（国立公I《1節3諏特別地域の取り扱などドI然保鯉に配慮すべき天然林施業の堆準等
い等）5保全林の督戦のあり方(1)国有林の現状（保全林瀞理の典
3．林政聯縦会が提起したr森林としての存在そのもの、ない体的な内容),(2職外国の率例，(3)管理システムのありﾉﾉ

I害細奇電F・・減…＝、竜◆句垂乙再さ毒5宝玉亘屋缶沿苛ロユュェ叩哩公一珀垂わ碩幸＝ロー旬廿些軋丞＝客牽尋竜炉蔀律講f竃カゼ凸宇･吟0コ唾琴奉･室口塑惹･＃ ｰ■司涯勺弄一．‘〆氏殆＝ ＝■一ら一秒守刀必砧三割‐_己｡…Mn℃F叺缶…空具｡● －1

ることなどの点で，これまでの価格

変動とは趣を異にしている(図・1)。

この要因としては，①内需拡大策

や金利の引下げ等による住宅着工戸

数の大幅な増加等を反映して木材需

要が旺盛なこと，②外材の産地価格

の上昇に伴い，輸入価格が上昇して

いること（表・1)，③流通段階にお

外材の産地価格の推移

艤蒲§蕊灘涛灘瀦灘雛業I
最近の木材価格
木材価絡は，56年以降長期にわ

たって低迷を続けてきたが，ここ数

カ月，一転して上昇に転じている。

その内容をみると，上昇の幅が大き

くかつ急速であること，外材や国産

材，丸太や製品など全般に及んでい

表・1

図･1木材価格指数の推移

指数

140

130

120

1'0

100

90

80

「証天1
61年＝100

ラワン〃／
／，
●

／スギ

〃多力

手篭､
I23456789月

数
％
指米ツガ原木

ドル/1,ooOスクリ
ブナー

合板用原木
(サラワク材）
ドル/㎡

115

112

105

100

105

110

153

160

170

数
％
指年月

１
２
３
４
○
５
６
７
８
９

●２６ 385

400

410

410

4】0

450

5“

655

755

０
４
６
６
６
７
０
０
６

０
０
０
０
０
１
３
７
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１

62年 ”
的
馴
碑
鈍
％
銅
諏
妃

１

１
１
１

製邑’ ｽギ正自一l40

130

120

IIO

lOO

90

80

Iノ
北洋エゾマツ平割 資料

注
日刊木材「米材ウィクリー」等
1）米ツガ原木はレギニラー，ロングビュー積み
2）昭和62年1～8月の為替レートは140～150円台で推移
（銀行間直物，中心相場）資料：農林水産省統計悩報部「木材価格」より作成

｢も分り8…~－－F凸 ＝＝＝仁卓一房j口中＝ひご両｡‐弓卒宅＝雫審云･迂吏釦百局石一づL……王亨芭＝荏三奉云 ｡~・…｡g一三一g一可藍･奉瓦一正君や.､.-■･幸少阜･－字竜一ムターマーヮ ＝享褒写＝弓
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Ｌ
一
二
三

ⅡⅡⅡⅢ

叩
今
川
一
川
一
Ⅲ
一
ＩⅡⅡⅡⅢⅢⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ川

一
川
一
ⅡⅡⅡⅢⅢⅡⅡ

汗
Ⅱ
一ＩⅡ

｜
Ⅷ
｜
Ⅲ
｜

ⅡⅡＩ川部
二
三き森林」等，経済行為としての伐

採を目的とせず，保全の対象とし

て考えるべき森林（以下，「保全

林」という）のゾーニングの考え

方や森林施業のあり方，④自然保

謹により配慮して林業を行うべき

天然林等の施業のあり方，⑤保全

林の管理のあり方，等について検

討を重ね，委員会としての提言を

取りまとめることとしている。

（細目は別表）

なお，委員会は次の8名の委員

で構成されており，座長は福島委

員が務めることとなった。

秋山智英（森林開発公団理事

長)，木原啓吉（千葉大学教授)，

黒川宣之(朝日新聞社論説委員)，

高原須美子(経済評論家)，只木良

也({gjW大学教授),沼田眞（淑

徳大学教授)，瀬谷稔夫（（東京大

学教授)，福島康記（東京大学教

授）

林
過
馳
碓
鑑
蔀
東
抵
剛
錬
津
醐
詠
麸
幅
麺
耗
耗
雑
転
趣
鋤
感
表
獅
に
僅
桂
幅
州ＩⅡ

ｂ

ｐ

□
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■
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一
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一
一
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一
一
一
一
一
一

と
い
話
１
－
。
る
杵
槍
の
本
い
れ
国
野

蒔
い
い
罰
極
仰
恥
耐
椎
畔
錘
罹
鍛
銅
砿
窪
津
一
侭

東
大
寺
二
月
堂

良弁杉と三鈷の松林政拾遣抄

小さな観音さまは｢襟かけ観音」と冒
して東大寺で大切に伝えられてい冒

三

る 。言
さんこ 言

高野山で聞いた｢三姑の松｣の話冒
は次のようである。大同元年(806)，三

＝

日本に帰る空海（弘法大師，774～晨
冨

835）に1本のほうきが贈られた。1三
そのほうきの縄の間から金色に光る三

Lよ
＝

「三鈷の杵」が出てきた。三錨の杵三
＝

とは両端が三またになった短い手槍三
三

で，悪魔を退けるのに用いる密教の言
‘三

道具である。三鈷の杵はきっと日本'三
旨

での聖地を教えてくれるに連いない冒
曼

と信じた空海は，浜辺に立ってそれ冒

を日本に向かって投げると,唐の国冒
から日本まで光りながら飛び，高野三

三

山の松の枝にかかった。日本に帰言
言

り’三姑の杵を見つけた空海は，こ言
こを真言密教の道場としたというの冒

冒
である。＝

＝

2つの伝説は，スギとマツという三
三

いずれも日本人が古くから親しんだ言
＝

木にちなむものである。東大寺，金言
剛峰寺の開創が，ともにスギとマツ冒

：＝

とにかかわっているのは興味深い。三
：＝

日本人の樹木信仰の一つの側面であ薑
＝

ろ う。三
＝

（筒井辿夫）三
g＝

過日，奈良の東大寺と和歌山の高

野山を訪れた。ここに伝えられてい

る伝説の中に，スギとマツにかかわ

るものがそれぞれ1つずつあった。

それを紹介しよう。

東大寺では霞葬杉｣の話を聞い
た。良弁（689～773）は，東大寺の

るしやなぶつ

開山で腫舎那仏造像に力を尽くした

法相・華厳宗の僧である。東大寺造

営の際，川岸の岩を「千手の秘法」

の呪文を唱えて崩して大木を流しや

すくしたとか，吉野の金峰山に登っ

て大仏に塗る金を探したとか，いろ

いろの伝説があるが，「良弁杉」も

その一つである。東大寺を開いた良

弁がマツの枝にかけられていたとい

う話である。近江の国に生まれた良

弁は幼いころに鷲にさらわれ，遠く

東大寺二月堂傍らのスギの木の梢に

置かれたという。長い年月の後，赤

ん坊を探しに奈良へやってきた母親

は，二月堂近くのスギの木の下で座

っている1人の僧に出会った。その

僧の着物の襟に小さな観音さまが縫

いつけてあったので，それが昔，鷲

にさらわれたわが子(良弁)とわかっ

たというのである。このスギはだれ

いうとなく「良弁スギ」と呼ばれ，

1－＝◇1毛公・配可。・・・庁曇仁蓉ェ色園～。,一エン・I

いて在庫手当を増加させる動きがみ

られたこと，等を挙げることができ

る。

木材は本来，国民生活を維持して

いくうえで欠くことのできない基礎

的資材としての性絡を有しており，

今回のような急激な価格の変動は望

ましい状況とは言い難い。

このため，政府としても，関係業

界団体に対し，価格安定へ向けて具

体的な指導・要請を行ったのをはじ

め，国有林における生産・販売の弾

力化，備蓄合板の売渡しなど積極的

な措置を講じているところである。

木材価格の安定を図ることは，内

需拡大策の円滑な実施を図るうえで

も,また,木材需要拡大へのさまざま

な取り組みの推進や国民の間に浸透

しつつある木材に対する見直し機運

の醸成を図るうえでも重要であり，

林業・木材産業など供給サイドから

の適切な対応が必要となっている。
1．9唾…一F･宰画1函P･･･c4D津寸0･宅奉ﾄｩ竿。Gザ-●師廿寺一心一一色今CEE勺 ⅡⅡIII1IlIIlllIIIlIlⅡⅡⅡ1111Ⅱ11111ⅡⅡⅡⅢHllI1III1ⅡⅡ冊ⅡIIIIlⅡ'ⅡIⅡ'1Ⅱ'''1ⅢⅡI'Ⅱ11ⅡIⅡ'111111ⅡIIIIⅢⅡⅡI『ⅢⅡⅢⅡIⅡIIIIIIlⅡⅡⅡIⅡⅡⅡ1...”'ⅡⅡⅡ11ⅡI'孟
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豪 華な玄関
さんろく

神戸市北野町は，市背後の山麓中

央地区にあり，古い異人館が集中し

ていて訪れる人の多い場所である。

同町の最も高い所にある“明治館”

は，ほとんどの異人館が外人居留者

を建築主とするなかで，地主の日本

人が外人向け貸家として建築した家

明治館の玄関

昌剛語碓；
':．:．辮蕊蕊議:熱:．:琴:':.：

全林協編

情報とデザイン

木工品･木の
クラフト

全国林業改良普及協会

〒107束京都港区赤坂1-9-13
三雪会堂ピル9F

（雷03-583-8461）

昭和62年9月1日発行

A4判',150頁
定価3,000円（〒300円）

林業技術No.5481987.11

で，木骨モルタル仕上げの総2階造

り，屋根は片方が寄棟,反対の庭側

は切妻になっている。建物の外観

は，屋根板の薄い小豆色が美しく，

外壁は少し灰色がかった薄いクリー

ム色で，屋根とよく調和し，壁面に

見える柱，梁などの木骨材は薄れず

B榊地

全国林業改良普及協会という，い

わば我々の仲間うちの出版物にして

は，いささかあか抜けた精報集がで

きたものである。本の装丁，写真，

内容と，これなら町の人々も読んで

くれるというものだ。

内容は，これまでによく紹介され

ているモノ作りの作品に加えて，新

しい作品も多数載せられていること

は，この本を編した編集部が，いか

に情報を持っていたかということで

あろう。こういった情報を網羅，出

版してもらえることは，各界の関係

者にとってありがたいことである。

林業の中でマイナーな広莱樹とい

う分野が，近年急速に注目をあびて

いる。その理由には多くが挙げられ

るが，そのうちの1つに，広葉樹の

材における多様性が挙げられるだろ

う。これまでの針葉樹一建築用材

み色に塗られ，建物全体の色調を引

き締めて落ち着いた美しさを見せて

いる。

第2次大戦後のわが国の建築様式

の特徴のなかに，玄関がみすぼらし

くなったことがある。それは終戦後

の建坪制限に基因すると考えるが，

玄関を最小限の広さにするため，入

口は2尺幅ぐらいの片開きのドアを

付け，中に入ると3尺四方ぐらいの

広さの片側に飾棚兼用の下駄箱を設

け，残りを玄関土間とするのが一般

的設計であった。これがアパート，

マンションにも普及し，さらに，現

在一多少広くなったが－なお続

いているわけである。

“明治館”は，敷地表の左手の門

から建物沿いの細い通路を歩いて，

玄関ポーチに達する。ポーチは通路

より一段高く，簡単な造りで，幅2

尺ぐらいの表に張り出た2階部屋の

味のある一坪の玄関

建築設計家・滝沢隆
（禁無断使用）

主体ですすめられてきた林業から広

葉樹一多様性を表に出していく方

向性と，それらを生かす地域活性化

一一地場産業を振興させることは，

今の林業一山村振興にとって重要

な課題である。それに本書の情報が

きわめて有益である。

本書を読んで，あえて1，2注文

をつけるとすれば，原木・素材の入

手情報ガイドについては，官公庁あ

るいはそれに準じた機関が紹介され

ているだけで，実際に材料を探すク

ラフト製作者には，いささか情報不

足であるように思える。これに各地

の広葉樹の製材業者，チップ工場あ

たりまで載っていればさらによかっ

たのではないだろうか。

また，この本の方針としては，作

り手側（山側）に視点をおいて，デ

ザイン，流通ときめ細かく触れてい



床部分が，天井になっているだけ

である。玄関入口は，両開きの分

厚い木製ドアが付けてあり，中に

入ると，また一段高い土間で，室

内廊下との境には，さらに幅3尺

ぐらいの全面にガラスをはめた片

開きの木製ドアがあり，その両側

は石円柱風に細工した太い木の角

柱が立ち，柱と壁の間は装飾彫り

の木枠にはめた磯ガﾗｽの壁で，
室内との間を仕・切ってある。柱の

上は太い梁を渡し，梁の上は吹き

抜けという描造で，土間の広さは

約1坪ぐらいである。

この入口の重厚な木製ドアは，

訪れる人に落ち着きを与え，玄関

正面の堂々とした2本の柱と太い

梁は安定感を生み，その中央のガ

ラスをはめた木製ドアと，両脇の

木製飾のある膳ガラスの仕切り壁

は，豪華な雰囲気を醸し出し，見

る人の美意識を高揚する。この木

材で造られたわずかな空間が，こ

れほど多様な効果を生むことは，

実にすばらしいことである。

るが，一般の人々（町側）の指向の

探り方について触れている部分が少

ない（"座談会いま消費者ニーズ

と流通販売は”がそうである）こと

が少々気になるところである。また

指導機関の職員の中には現在と違っ

ている人も見られ，新しい情報が今

後盛り込まれるとよいだろう。

ともあれ木の悩報が少ない今，本

書は価格相応の構報が盛り込まれた

よい本であるといえる。是非関係者

は座右に置かれることをお勧めす

る。

（穂奈川県林業蔵職場.主覇蕊）
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《r三信壹〃

目的？

詩人で1児の母である伊藤比呂美

さんによると，育児のこつは「がさ

つ，ぐうたら，ずぼら，これさえき

ちっと押さえておけば何も問題は起

こりません」のだそうである。

要は「育児とか何とかいっても最

終目標は子供を生かしておくこと，

つまり多少ケガしようが，カゼをひ

こうが，ヤケドしようが，ゲリしよ

うが，泣こうが，泣かされようが，

死ななきゃいいのです。育児書の内

容や，ヨソの子と比較したりするか

らいかんのだ」ということで，かな

り乱暴だけれど，なんとなくなるほ

どと思ってしまうところがおもしろ

い。

マメで，器用で，勤勉で，過去営

営と労働幟械力？)過剰集約の農業

を続け，同じ発想で会社を運営し，

働き，休む間もなく，細かな気配り

が大事だとか何とかいいながら，何

のためかはさしおいて，毎日を一生

懸命暮らしている我々にとっては，

比呂美さんのような発想は一瞬とま

どってしまうけれど，よくよく考え

てみれば，非常に明確かつ適切な考

え方だという気がしてくる。

目的さえしっかりしていれば，ご

ちゃごちゃした方法論なんかいらな

いし，最低限やることだけやってそ

れで目的が達せられるなら，何も一

律にみんなが同じペースで同じ最良

のことをする必要はないということ

．なのだ。合理的なのである。

この話，何も育児だけじゃなく，

すべてのことにいえる話で，わが森

林・林業の世界においても「疎放林

業」の是非について妙に見当はずれ

の論議が大まじめになされたり，森

林計画制度が絵に誉いたモチ，役に

立っていないとかなんとかいわれ続

けてなお一向にラチがあかないの

も，だれが，何のために，何を目標

とするのかということをタナにあげ

たままモノゴl､が進んでいるからに

すぎない（ような気がする)。

疎放林業の場合，所有者にとって

は採算がとれて，山が荒れなきゃど

うでもいい話だし，計画制度のほう

は社会の要求する目的の変化に法と

システムがついていってないのだか

らあたりまえの話といえばいえる話

なのである。

ずいぶん乱暴なことをいってしま

ったが，ひょっとしたら本当の問題

は，だれが，何のためにということ

を明確にできないところにあるので

はないだろうか。

森林の取り扱いについては林業の

世界からだけの発想ではダメだとい

うことは前々からいわれているが，

今後はいかにして社会的に合意を得

た目的を設定するかということが，

森林・林業施策の展開において重要

になり，その具体的な手続き，シス

テム，テクニックを整備することが

必要になってくるのではないかと思

う。

「だれが，何のために，何を目標

として，これさえきちっと押さえて

おけば何も問題は起こりません」の

ではないだろうか。（きじむな一）

(この棚は編築委員が担当しています）

林業技術No.5481987,．11



森林土壌の水源潤養効果の解明

に向けて

林試・関西支場谷誠

水利科学No．177

1987年10月P・35～61

流出特性，すなわち洪水や渇水へ

の流出量の時間配分に関する性質に

及ぼす土壌物理性の影響について検

討し，それに基づいて森林土壌の水

源かん養，水保全の機能について考

察している。

大瀧(腐朽した根系や動物の通
り道など）のような排水機構がない

と，側方流が地表にあふれ出てく

る。この場合，地表流発生部で土壌

の浸食が生じ，パイピングによる土

層の崩壊も起こりやすくなる。した

がって，飽和透水係数が大きくても

小さくても斜面上の土壌は失われ

る。斜面上に森林土壌が形成されて

いることが，水源かん養機能，水保

全機能を長期間維持していくうえで

重要であることが確認された。

一方，どのような森林土壌が水源

かん養機能や水保全磯能が高いかに

ついては，土域の孔隙組成が重要な

役割を果たしているとされている

が，土壌分野と水文分野の研究によ

り，土壌の物理性と，水源かん養磯

能や水保全機能との関連性がはっき

りしてくるとしている。

木造住宅における床衝撃音の遮

音一遮音用ゴムシートを含む

床

島根大農高橋徹ほか

木材工業No.487

林業技術No,5481987.11

1987年10月P、25～28

床衝撃音の防止を目的として開発

された床材料に，ゴムの弾性を利用

した遮音用ゴムシート（以下ゴムシ

ート）がある。ここでは，異なった

種類のゴムシート間における効果の

差，さらにゴムシートを構成に含ん

だ多層床の，単層床に対する効果に

ついて比較検討した。

実験の結果，次のような結論が得

られた。

(1)種類の異なるゴムシーl､を用い

た場合の効果に顕著な差異は認めら

れなかった。

(2)タッピングマシン衝撃では単層

木質仕上げ床に対して，ゴムシート

で1ランク，多層構造で1ランク，

カーペット仕上げによって2ランク

遮音等級は改善される。

(3)タイヤ落下衝撃では単鬮床に対

して，低音域において，4個，5層

床で3-13dBの改善効果があった。

しかし,500Hz以上の周波数では音

圧レベルは低下せず，このことにつ

いてはこれからの研究課題である。

天然林における稚幼樹の動き(1)

－樹冠の重なりと稚幼樹の分

布

林試・北海道支場田中京子ほか

北方林業No.463

1987年10月p.6～9

天然林における稚幼樹の分布と動

きは，上厨を形づくっている樹冠の

状態によってかなり左右されると考

えられる。そこで，天然林における

上層樹冠の状態と，その樹冠下に分

布する稚幼樹の関係を検討し，いく

つかの現象を整理し，天然林におけ

る1,ドマツ，エゾマツ稚幼樹の扱い

方を検討した。

雅幼樹の偏りを上圃個体群との関

連で検討した。稚幼樹の分布は，上

層個体の分布とは異なった傾向を示

している。したがって，稚幼樹の分

布は親木となり得る上層個体の分布

の影響より，ササの密度など他の影

響が考えられる。稚幼樹の推移につ

いて，次回以降で検討する。

雪に対応した森林施業

林試藤森隆郎

森林組合No.208

1987年10月p.20～23

雪圧害と冠雪害に対応した森林施

業を検討している。

雪圧害は多雪，豪雪地帯に起きる

もので，沈降圧，移動圧，雪崩衝撃

圧などがある。以下，スギ，ヒノ

キ，広葉樹に分けて，その様相と対

策が述べられている。冠雪害では，

積雪地帯の幼齢木は冠雪害で倒れて

雪圧害に移行するものが多い。ま

た，冠雪害は壮齢木にも多い。以

下，スギ，スギ以外の針葉織広葉

樹について述べている。

針葉樹人工林では間伐を励行して

過密にしないこと，および一斉造林

では三角植えが望ましい。特にスギ

の場合，雪害を受けやすいのは幼齢

期から30年生ぐらいまでであるの

で,短伐期の繰り返しは危険であり，

長伐期施業力窪ましい。



短伐期スギ良質材生産と木場作

千葉県・香取支庁池田伸二

森林と肥培No．133

1987年9月p.11～13

25年生の木場作林(サンブスギ

3,200本/ha植栽,木場作としてサト

イモ，落花生を栽培）について，良

質材生産と木場作のあり方を検討し

たものである。

木場作および施肥と枝打ちとによ

る短伐期良質柱材生産(20年後に無

節の12cnl角の採材）を目指してい

る。現況では，サンブスギ林分収稚

表地位3等の樹高生長よりも大き

い。しかし,10年生以降になるとそ

の差は少なくなる。これは，木場作

および施肥の影響が初期に強く影響

したためと思われる。したがって，

25年生で10.5cm角の無節の柱材は

生産可能であるが，年輪幅はやや広

く良材とはいえない。所期の目的

･(12cIn角）を達成するには,間伐を

せずにさらに年数をかけて管理する

必要があるとしている。

国有林野存在の意義と経営の在

り方

日本林業技士会荒木一郎

山林No,1241

1987年10月p.11～16

林政審議会は，国有林野事業の改

善について答申を行った（61.12.

25)。その答申を踏まえて,国有林野

を公共の利益のために，より役立て

るにはその経営のあり方はいかにあ

るべきかなど国有林野事業の根本的

課題について所見を展開している。

以下，国営事業と公企業，特別会

計と企業性，国有林野事業のあり方

（木材生産およびそれ以外の機能）

について述べている。なかでも，森

林施業について，国有林が取り上げ

ている「複圃林の造成，天然林施

業」に懸念を表明し，集約な高度な

技術を要する作業法をさけて，単純

明解にして過去に相当な実績をもっ

ている小面積分散皆伐作業法を推奨

している。

層雲峡天城岩崩落災害調査

林試秋谷孝一

林業試験場場報No.278

1987年9月p｡2～3

本年6月9日に層雲峡の，通称小

函の天城岩付近で大規棋な岩石崩落

がおき，死者3名，重軽傷者5名が

でるにいたった。こうした大崩落は

珍しく，通行の安全確保に関して今

後に課題を投げかけた。以下，土石

崩落の概況，発生機椛，今後の大規

模崩落の可能性と対策ならびに予測

と災害防止等について述べている。

岩石は鉛直に近い柱状の節理で，

崩落の機構をみると，①細かい亀裂

部分の破壊，②最下部の欠落，③節

理面の剥離，④連結部分断面の破断

と落下，の順序で崩落に至ったとみ

られる。今後大規模な崩落のおそれ

は少ないが，崩落防止のための工事

としては斜面切取，コンクリート巻

立等が考えられるものの，国立公園

内にあるので，道路側の対応で考え

ることが望ましい。

グイマツ雑種F1はノネズミに

強い

北海道・道東支場福地稔

林No.426

1987年9月P、46～48

グイマツ雑種F1はグイマツとカ

ラマツを両親にもつ種間交雑種で，

樹高生長は雑種強勢により両親より

優れており，またグイマツの特徴を

受け継いで通直性や耐鼠性に優れて

いる。

以下，実際の造林地でも耐鼠性に
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優れていることが立証されたとし

て，調査場所，被害の分布，被害形

態などについて述べている。カラマ

ツよりも耐鼠性樹種とされているト

ドマツでも多くの被害が見られ，ま

た高齢林でも被害が見られた。した

がって，ノネズミの大発生が予測さ

れる年は別として，平常年ではこの

F1はカラマツよりも防除回数や量

の軽減が可能となり，被害の軽減に

もつながるとしている。

海外における林業機械の現状(3)

－ヨーロッパにおける伐出シ

ステム

東農大農上飯坂實

林材安全No.463

1987年9月p.12～15

北欧における小径木伐出システム

：北欧では小径木は，今後もエネル

ギー源として利用されるとみられ，

ハーベスタあるいはフェラーパンチ

ャとプロセッサを中心とした収謹シ

ステムが主流となろうが，最も期待

されている機械はローダに搭赦され

た軽量ローダプロセッサである。

ヨーロッパにおけるプロセッサの

利用：フェラーバンチャープロセッ

サーフォアワーダのシステムが一般

であるが，チェンソーの場合はｽｷ

ｯグｰブﾛｾｯｻｰﾌｫｱﾜｰグの

システムとなる。

スウェーデンにおける林業機械開

発の取り組み：機械化は主伐で約

70％，間伐で20％（1980年）であ

り民間主導型である。

○佐藤敬二：林業経営への反省

と展望

林経協月報No.312

1987年9月p.2～14

林業技術No.5481.987.11
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施業道を基盤とした森林施業

一函館営林支局の例一

1．まえがき

函館営林支局は，昭和58年度か

ら施業道を基盤とした森林施業に積

極的に取り組んで成果をあげてお

り，58～61年度までの施業道の作設

延長は,247km(12署全署で実施）

に及び，62年度も631mを予定して

いる。

本年度の琳業白書』には，低コ

スト林業実現のため，作業道を中心

とした路網整備の必要性が強調され

ており，函館支局の施業道への取組

みが，多少でもそのための参考にな

ればと考え,58年度の作設開始から

59年度にかけて施業道作設を推進

していた者として，函館支局の了承

を得て，以下紹介したい。

2．施業道作設のきっかけ

函館支局は発足以来，「造林営林

局」として積極的にカラマツ，トド

マツ等の造林を行ってきており，戦

後植栽したカラマツと昭和初期植栽

のトドマツ，スギが主間伐期に達し

ている。

しかし，材価の低迷から，カラマ

ツはもちろん，トドマツも間伐木の

販売は不振で，地元業界から，立木

林業技術No.5481987．11

棟方鋼男

販売は受けるが損失を最小限とする

ため，全量棄権させてほしいとの要

望が出されていたほどであった。

また，広葉樹二次林の皆伐をやめ

てこれを保残し，間伐等を行い広葉

樹資源を造成する施業も必要である

など，森林内容が他局に比較して低

位にあることから，なんとかして林

道密度を高め，森林内容の充実と収

益の向上等を図っていく必要があっ

た。

しかし，函館支局は赤字割合全局

一の支局であり，林道作設延長は年

二十数Innで，予算的にも，林道投資

限度額の面からも，これ以上の延長

は困難で，なんとしてでも少ない予

算での作業（施業）道の延長確保が

必要であった。北海道における施業

（経営）道，いわゆる高密路網は，

石井山林，東大山部演習林，札幌局

（夕張，定山渓署)，帯広局，道有

林などにおいて，40～50年代初期に

かけて，主として天然林を対象に作

設されてきた。ところが，函館支局

には対象となるような天然林はほと

んどなく，主としてカラマツ，トド

マツの人工林を対象とした施業道作

設であり，収入，支出とも厳しい状

況のなかでのスター1,であった。

3．実行体制づくり等

（1）作設手段

予算的に厳しいなかでの実行であ

るので，直営ブルの活用，チャータ

ーブル，立木販売のC経費(施設費）

という3本立てで実施することと

し，特に冬山生産が主で，夏は比較

的余裕のある生産事業の機械による

作設を主体として実施することにし

た。

（2）研修等の実施

このため，局署関係者による夕

張，定山渓署の施業道の視察や営林

署長以下関係者による現地検討会を

数回行うとともに，定山渓署に講師

を依頼し，全署のブルドーザーのオ

ペレータの研修を実施した（59～60

年)。

（3）手引書等の作成

金署を対象として実施することか

ら，必要な通達，作設要領を定める

とともに，具体的な手引醤『施業道

の作設について』を作成した（昭和

40～50年代にかけて，道内数局で

高密路網の整備が行われたにもかか

わらず，まとまった手引書が作られ

ていない)。

（4）施業道の必要性等の徹底

スタート当初，施業道について，

従来の搬出のための作業道の延長と

して考えていた者も少なくなかった

ので，その必要性，森林施業とのか

かわり，施業道の要件等について，

検討会，研修等を通じて以下のよう

な点について繰り返し徹底を図っ

た。

1）施業道の必要性

従来の森林施業は，主として沢沿

いに作設した林道を利用して，皆伐

一新植の作業種がとられてきた。



39

員の広場
《
室

しかしながら，単純・画一的な施業

からくる問題，間伐・主伐時の低収

益等多くの問題が生じている。これ

らの問題の解決と，さらに天然林の

内容の充実を図るため，従来の林道

に加え山腹，尾根筋にも路網を整徽

し，これを基盤として高伐期で，き

めの細かい森林施業を行うことによ

り，森林内容の充実，公益的機能の

強化，生産性や収益の向上，労働強

度の軽減を図ることができる。

2）施業道とは

従来，森林施薬のための道路は，

一般的には「林道」と「作業道」に

区分されている。このうち｢作業道」

については，事業実行のために各事

業が，それぞれ目的と経費を持って

作設する短期の仮設的な道路として

取り扱われてきた。しかし，森林施

業は伐採，更新，保育等が繰り返し

行われるものであることから，森林

の適正な管理経営のためには伐採，

造林，管理等の事業のたびごとに使

用可能な緩勾配の道路が必要であ

る。この道路をこれまでの｢作業道」

に対して「施莱道」と呼び，施業の

集約度に応じた密度で計画的に配備

していく必要がある（もちろん施業

道とは別に，必要な場合，従来タイ

プの作業道は作設する)。

3）施業道の要件

i地形に沿いかつ緩勾配である

こと

集約な森林施業を行うために作設

される施業道は，林内密度が高いこ

とから，地膠を大きく変更させない

ように姻膠に沿って作設する。この

ことは林地の保全上からも重要なこ

とである。

縦断勾配は，林道等の被害の大部

分が雨水によるものであることを考

慮し，雨水が路面上を速い速度で流

表･1函館営林支局の林道等の状況（61年度末）

署別

岩内

倶知安

室関

黒松内

今金

東瀬棚

八雲

森

乙部

稔山

江差

木古内

計

76．0

105.5

93．1

133.5

125．2

107．3

81．8

128．4

104．0

153.4

178．1

264.7

1,551.0

注：施業道の延長には，57年度以前に作設した作業道から,施業道の規格に
合ったものを編入したもの41kmを含む

と

自動車が安全に走行できる幅員

(3.6m以上),曲線半径(8m以上）

を確保する。地形に沿い，緩勾配で

あることは安全走行にも役立つ。

（5）施業道の作設箇所と森林施業

一般的には，「施業道」といえば

高密度のものを指すのが普通である

が，全営林署において作設するため

に，高密度でないものでI施業道作

設要領』に基づいて作設するもの

は，「施業道」として取り扱うこと

にするとともに，集約施業林分の設

定等，路網密度に応じた森林施業を

実施する。

1）集約施業区域の施業道

人工林または優良な天然林がまと

まって分布し，林地生産力が高く，

かつ，林地傾斜がおおむね25度以

下で，地質的に問題がない区域（地

域施業計画で集約施業林分等に指

定）に高密度の路網(1,a当たり40~

50m)を整備し，人工林の非皆伐

（高伐期）施業，天然林の人工補整

等の集約な施業を行い，内容の充実

した森林を造成する（函館局では昭

和40年代半ばに，木材擬出を主目

林業技術No.5481987.11

下したり，停滞したりしないよう1

～6％の脆囲とする（平均勾配が6

％以下ではない)。地形上やむを得

ず部分的にこれ以上の勾配になる場

合であっても，その延長を極力短区

間におさえる。そのために延長が長

くなることや，逆勾配・波打勾配に

なることは全く問題ではなく，特に

延長が長くなることはその分だけ林

内密度が高くなり，森林施業上はプ

ラスでもある。目的地へ短距離で結

ぶという従来の作設道の考え方は絶

対にとらない。

ii低コストであること

施業道はその延長が長いことか

ら，低コストでなければ盤伽は不可

能であり，また，維持費も少なくな

ければならない。そのため，①地形

に沿った線形とし，障害物があれば

う回して切土，盛土を少なくし，構

造物も極力避ける。②砂利鼠を最小

限とし，極力現地のものを活用し，

必要部分にのみ敷く。③緩勾配にし

て，さらに，横断排水沸等を設けて

雨水による路面の流失を防ぎ，維持

費を節減する。

iii自動車が安全に走行できるこ

林道

延長k、 |密度、

施業道

延長k、 密度、

計

… 鯛

４
０
５
０
９
１
３
６
１
１
４
０
３

２
４
ａ
４
４
４
２
４
ａ
乱
ａ
乳
４
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的とした高密度路網を設定し，皆伐

を行い失敗した経緯がある)。

2）集約施業区域以外の施業道

林地傾斜がおおむね30度以下で，

地質的に問題がない区域とし，この

区域においてもできる限り集約な施

業を指向することとし，森林内容の

充実，作業の効率化等に活用する。

特に施業道周辺の林分については，

集約施業区域と同様な施業を行う。

（6）路網計画・調査設計

従来の作業道は，当面の事業を主

体に考えていたが，施業道は当面の

事業のみではなく，長期的な視点か

らの計画を作成し，空中写真等を使

用しての図上設計と，これに基づき

プロジェクトチームによる現地踏査

を繰り返し実施して路線位置を決定

する。路線の測量はコンパス，ハン

ドレベル，クリノメータ等を使用し

た簡易なものとし，図面は基本図に

路線決定線形を作図する程度にとど

める。林道設計と同様な詳細な図面

等を作成することは，作設時に現地

の状況に応じた臨機応変な変更がし

にくく，かえってマイナスである。

（7）営林局署の実行体制

①各営林署とも経営・事業課，担

当区，事業所によるプロジェクトチ

ームにより実行することとした。こ

のことは単に施業道づくりのみでな

く，職員の意識の高揚にも役立って

いる。

②営林局の路網調整委員会は，営

林署から出された作設計画の調整，

予算配付を行うこととし，必要な場

合現地調査も実施している。

③作設経費は生産，造林，販売費

等をプールし，調整委員会の調整を

経て配付する。

作設単価は、当たり59～61年度

平均650円（直営ブル520～830円，

林業技術No.5481987.11

チャーターブル700～2,000円,オペ

レータ等の人件費は含まない。砂利

敷は一部分のみ)。

以上，函館営林支局の例を紹介し

たが，同支局では，関係者の努力に

より予算等の厳しい状況を克服し，

「育林営林局」として施業道を基盤

とした森林施業を着実に実施してい

る。これは，支局の森林内容からみ

て，施業道の整備なしにはその充実

や事業の実施が難しい，という切実

感が根底にあるためと考える。

昨今の林業が置かれている状況を

みると，他の営林（支）局，民有林

（所有が細分化していることから難

しい面もあろうが）においても，施

業道の必要性と効用は同様であるの

で，是非，組織的に路網整備に取り

組み，施業道を基盤とした森林施

業，低コスト林業が早期に実現する

ことを望むものである。

（宇都宮鴬総縛長.蕊鰭撚支局）

タンザニア便り（Ⅱ）

タンザニアの野生動物調査のた

め一家で赴任したその日常生活

を，こまやかな主婦の目でつづっ

た通信Ⅱが届きました。本稿は，

海外で活躍されている専門家・技

術者の苦労や喜びを伝えてくれる

かと思います。（編集部）

先日，マハレ（キゴーマの近く）

の私たちのところに，青年海外協力

隊員の渡辺孝雄さんがやってきまし

た。船のエンジンの点検や修理のた

め，はるばるセルースから，飛行

機，鉄道，そして船を乗り継いで来

てくれたのです。

渡辺さんの住むセルースゲームリ

ザーブ(セルース動物保護区)は世界

第2で，アフリカ1の広さを誇る保

謹区で，面稜は九州とほぼ同じと聞

きました。渡辺さんはその一角にあ

る村（キャンプ）で，保護区をパト

ロールするイギリス製のジープ，ラ

ンドローバなどの点検や修理の仕事

をキャンプの人々に指導しているの

増井牧子

です。

セルースは，飛行磯待ちのため，

長い長い日々をダルエスサラームで

過ごしていたときに訪れた忘れられ

ない地です。ダルエスサラームで偶

然お会いした渡辺さんがセルースゆ

きを提案してくださったのですが，

仕事の打合せで忙しく飛び歩いてい

る夫はともかくとして，ホテルで何

日も何日も所在のない日を送ること

にへきえきしていた長男林太郎と私

にとって，それは飛び上がりたいほ

どうれしい誘いでした。しかもセル

ースゲームリザーブ専用のセスナ機

に乗れるというのです。

出発当日，4人乗りのセスナ磯の

前座席にはパイロットのミスター・

ビグルペと渡辺さんが，後座席には

うれしさに笑いの止まらない林太郎

と私が食料を抱えて乗り込みまし

た。それは，まるでカプセルのよう

にかわいい白地に青い線の入ったセ

スナ機です。夫は仕事の片をつけて

から鉄道でセルース入りすることに
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なりました。ブルンブルンというエ

ンジン音をたててセスナ機はダルエ

スサラーム空港の滑走路を走り出

し，ぐんぐんと浮上しました。「胸

がワクワクするね」シートベルトを

きつく締め，シートに背中を押しつ

けた格好で林太郎がささやくように

いいます。やがてセスナ機は一定の

高さを保ち,セルースヘ向け,ふわり

ふわりと漂うように飛びはじめまし

た。眼下に広がっているのは樹海。

まるで模型のような樹林や裸地，そ

して蛇行する川の跡。ところどころ

には黒い焼跡が広がり，まだ燃え続

けている火が見えます。焼け跡に生

える若芽を動物が食べに来るのをね

らって，密猟者が放った火なのだと

渡辺さんが教えてくれました。およ

そ1時間近くも飛んだころ，「ワニ

ャマ／」（ほら，動物だよ）とビグ

ルペが指さしました。もうとっくに

セルースに入っているのです。かた

まって繁茂している樹木に彩られた

広い広い枯れ色の草原には，シマウ

マやヌー，バッファローが点々とし

て見えます。キリンやゾウも見えま

す。

やがてセスナ機はセルースの草原

に下りたちました。セスナ機をみつ

けて，すぐにキャンプからジープが

迎えに駆けつけてきてくれました。

このキャンプ(村)には，この保護区

で側いている人たちとその家族，お

よそ100名ほどが住んでいるという

ことでしたが，行き交う人は皆「カ

リブ」（ようこそ)，「ジャンボ」（こ

んにちは）と声をかけてくれます。

子供たちは，膝を少し折り曲げた格

好で「シカモー」と，年長者に対す

るあいさつを私にしてくれました。

「マラハバ」と私も答えます。キャ

ンプの人々の印象とともにとてもう

れしかったのは，村に大きな大きな

バオバブの木があったことです。そ

れは，空へ向かって両手を広げた格

好で大地にどっかりと腰を据えて立

っています。根っこのように枝があ

っちこつちに広がったこの木の独特

な形は「神様がまちがって上と下と

をさかさまに植えてしまった木だ」

という伝説があったことを思い出さ

せてくれます。

ここへ来て，林太郎も私も，どん

なにか生気がよみがえる思いをした

ことでしょう。林太郎は，すぐにこ

のキャンプ地の子供たちと仲良しに

なりました。私たちが寄宿すること

になった渡辺さんの住まいには，毎

日毎日子供たちが「リンタロー」と

やってきます。キャンプ内にある学

校へ通っているという少し大きい子

供たちも学校が終わるとやってきて

加わります。鳥撃ちだ，サッカーだ

と，終日彼らは忙しく遊び，丸めた

粘土を乾かして作ったパチンコ玉で

大きくポケットを膨らませた林太郎

たち子供部隊が森を，かれた川を練

り歩きます。時には小鳥のヒナを手

に，林太郎は顔も体もドロドロにし

て汗みずくになって帰ってきます。

ダルエスサラームで無為の馨らし
●●

を続けていた私にもまた生活が始ま

りました。食事のしたく，後始末，

洗たく。草原の村でのそういったも

ろもろは，なんと心楽しい仕事だっ
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たことでしょう。バオバブの木のか

げから日が昇ると，女たちが洗いも

のを頭に乗せ，三々五々水場へと通

います。村には大きなかれた川があ

り，そこには直径50(mほどの浅い

穴が掘られています。その砂地にし

み出てくるほんの少しの水，それが

ここで暮らしを営んでいる人たちみ

んなの生活用水のすべてです。すく

いとってなくなった水は，少したて

ばまたしみ出てきてかれることはあ

りません。女たちは，バケツやタラ

イを持ってここへ通い，小さなポー

ルでくみ移しては食器を洗い，洗た

くをし，あるいはくみ置き用の水を

運ぶのです。この小さな小さな水場

は，ここに住む人々と動物たちとの

共有のものであるらしく，かれた川

にはたくさんのゾウの足跡や，フン

が点在しています。ゾウが水を飲ん

で去った後の水のたまりには，置き

みやげの草のきれはしがいくつも浮

いています。たそがれ時，食器を抱

えて水場へ通う私に，行き交う人々

がいいます。「もう′そろそろゾウが

来るころだよ。気をつけなさい」

セルースはマハレと同じように電

気のない暮らしです。夕方明るいう

ちに食事のしたくを整え，ランプの

明かりで夕げを済ませます。やがて

すっかり寝静まった草原の村に動物

たちの息づかいが聞こえてきます。

それはガサガサと草を分けて歩くゾ

ウの足音だったり，空気を震わせて

届く恐ろしいライオンのうなり声だ

ったり，ハイエナが発する尻あがり

の奇妙な鳴き声だったりさまざまで

す。林太郎と2人，寝袋に潜り込

み，きしむ戸を力ずくで引きあける

ときの音そっくりの，ゾウの「キェ

ーッ」という声をすぐそばに聞きな

がら，今ここにこうしていることが
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会員の 広場

不思議なものに思われてなりません

でした。

セルースの豊富な動物たちは，時

としてこのキャンプ地で暮らす人た

ちの食料ともなります。ある日，密

猟者をみつけたという知らせに，パ

トロールのジープが出発し，角をと

られただけで置き捨てられていたバ

ッファローを持ち帰りました。翌

日，草地では解体作業が繰り広げら

れ，それを見物に行っていた林太郎

が，そのバッファローの肉の塊りを

もらってきました。それでその夜

は，バッファローのステーキ，焼

肉，シチューと，多彩なメニューと

なり，想像していたよりもずっと柔

らかくておいしい肉料理をたんのう

しました。

ある日のこと，渡辺さんがサファ

リに連れ出してくれました。ジープ

で草原をどこまでも走りました。草

原にはヌーがシインパラが群れをな

しています。ここの動物たちはセレ

ンゲッティやゴロンゴロなどの国立

公園で馨らしている動物たちとは違

って，人間が危害を加えるものだと

いうことを知っていますから，私た

ちを見ると土煙をたてすごい勢いで

逃げて行きます。近くで見ると異様

なほど丈高いキリンが，立て込んだ

木立の中を右に左に首を器用にかし

げて逃げるさまには感心してしまい

ました。自動車整備の専門家，波辺

さんが運転するジープは，潅木の中

だろうとかれ川だろうと道なき道を

バリバリと走ります。時々開け放し

た窓から，アカシアのトケだらけの

枝が飛び込んできます。私たちもキ

リンのように首を上手に曲げて，そ

れをかわさなくてはなりません。

その日は渡辺さんの住まいから6

時間ほど草原を走ったところにある

シブユキャンプに泊まることになり

ました。シブユはスワヒリ語でバオ

バブのことです。ここにもあたりを

圧するような格好で巨大なバオバブ

がそびえ立っています。このキ-I,ン

プはセルースを訪れる外国人たちが

利用する宿泊施設で，キャンプ内に

はいくつもの小さなテントが張って

あります。テントは1戸のコテージ

を成していて，中には2つのベット

とサイドテープルが小じんまりと納

まり，テントにくっついた形で小さ

いシャワー室とトイレが備わってい

ます。セルースはダルエスサラーム

からそれほど遠いとはいえません

が，観光ルートからはずれているせ

いか，ゴロンゴロなどに比べ訪れる

人は圧倒的に少ないそうで，それだ

けに知られざる穴場といった感じが

します。この日，シブユキィ,ンプに

は私たちのほかに2組の西洋人が泊

まっているだけでした。このキャン

プからは水をたたえた大河，ルフィ

ジ川を臨むことができ，そこには水

を求めてたくさんの動物たちがやっ

てきます。ワニやカバがのうのうと

川原に寝そべり，水の中には彼らの

鼻がいくつものぞいて見えます。サ

ギに似た水鳥もたくさん集まって騒

がしく鳴きたてています。川の向こ

う側にはポウズヤシの林が果てもな

く連なっています。シブユキャンプ

に泊まった夜は，一晩中ブクブクブ

ーブーというユーモラスなカバのあ

ぶく音が私たちのテンI､に聞こえて

きました。

あくる朝早くには，林太郎の「お

母さん，ゾウだ，ゾウだよ」という

押し殺したような声で目が覚めまし

た。私たちのテントのすぐそばにゾ

ウが来ているというのです。外に出

てみると，ゾウはテン1､わきの木立

の中で鼻を伸ばして葉っぱを食べて

います。朝露を含んだブッシュの中

を歩いて来たせいか，ゾウの体半分

が黒くぬれています。こんなすぐそ

ばでゾウを見るなんて／私は大感

激です。けれど林太郎は私を起こし

た後，役目を果たして安心したの

か，またベットに潜り込んで寝てし

まったらしく出て来ません。ゾウは

やがて茂みの中に消えていきました

が，まもなく，子象を含めた10頭

ほどの群れが白く朝もやに煙る中を

川を渡って行くのが見えました。早

朝の川くりからは，そろそろ活動し

はじめた鳥たちの声がかしましいほ

東京営林局百年史刊行のお知らせ
東京営林局は，現在，江東区東陽町に来年2月竣工予定で新庁舎を建設中でありますが，同時に開局100
年を迎えることとなりました。これを記念して百年史を編さんし，明年1月に刊行の運びとなりました。た
だ今，予約の申込みを行っておりますので，ご案内申し上げます。〔予約特価:6,800円(〒共),予約締切：昭
和62年11月15日)A5判・700頁・クロース装（函入）頒価7,500円（〒共）

〒141.束京都品川区上大崎2－24－6申込先（財)林野弘済会東京支部 電話03-491-3494フッックス03-495-5()78
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どに聞こえてきます。

セルースでは，渡辺さんの好意

で，夫と合流したあと，湖の近くの

草原にテントを張って泊まるなど，

たくさんの野生動物たちの息吹きを

間近に，数日を過ごしました。

動物保謹と重なった野生チンパン

ジーの調査研究の仕事のため，夫の

アフリカ行きが急に決まり，私はい

ろんなことがピンとこないまま，あ

れよあれよという感じでタンザニア

に来てしまいました。ですから，ア

フリカの自然や動物たちに対する私

の意識や認識は希薄だったといえま

す。けれども，広く果てのないアブ

リカの大地を臨み，象の群れの川渡

りを目前にしたときには，心を動か

されずにはいられませんでした。彼

らは囲われたものとしてではなく，

本来のままに，この大きな自然の中

で生を繰り広げているのです。彼ら

を包括しているアフリカの自然と

は，なんと大きく豊かであることで

しょう。そして，この地球上に，ま

だこのような土地が残されていると

いうことは，とても貴重なことなの

だと，今さらながらに思われるので

した。

セルースを振り返るとき，大きな

バオバブがそびえ立つあの村のこ

と，かれ河の水場で洗たくし合った

会員の広場

マリアやジュママのこと，そして，

ブクブクブーブ－と一晩中あぶくの

伴奏を聞かせてくれたカバたちや，

耳をはためかせて川を渡って行った

象たちのことが，草原の響きを伴っ

て次々と心によみがえります。きっ

とまた訪れたいと願いながら，もう

私たちがタンザニアで過ごす時間も

数カ月を残すだけになってしまいま

した。

いつの日か再びアフリカに来るよ

うなことがあるのなら，もう一度セ

ルースの草原に立ってみたいもので

す。

(滋賀県立八日市文化芸術会館・学芸員）

｜昭和62年度後期 国有林分収育林好評募集中
国有林分収育林とは，国有林野の一定の土地の樹木を対象に，国以外の方に，当該樹木の対価
および育林費用の一部を支払ってもらい，伐採の時期に収益を分収する制度です。好評の前期募
集（応募率100％・成約率80％）に引き続き後期募集が下記のとおり行われています。

記

1募集箇所および面積13営林（支）局，181営林

署，322カ所，約1,600ha

2募集総口数5,135口

3募集締切期日9月25日から募集開始。11月中

旬で締切となるところが多い。（募集箇所により締

切日が異なります）

4対象森林スギ，ヒノキ，トドマツを主とするお

おむね21～30年生の人工林。

5費用負担額等1D50万円（費用負担額のほか

森林の保険料を含む）とし，応募する口数に制限は

ありません。

6持分割合対象森林についての持分の割合は，国

と契約者が各2分の1を基本とします。各契約者の

持分の割合は，総口数に占める取得した口数の割合

とします。

7収益分収の方法伐期に立木を販売し，販売額を

国と契約者で持分の割合により分収します。

8契約の相手方個人，団体，法人とします。ただ
し，一部除外されるものがあります。

9申込みの方法分収育林契約申込書に所定の事項
を記載し，押印のうえ，返信用の郵便はがきと個人

の場合は住民票喫約時でも可)，団体の場合は規約

書，法人の場合は登記簿謄本を添えて，申込締切日

当日までに対象森林を管轄する営林(支)局長へ申し

込んでください。

10契約相手方の決定応募口数が募集口数を上回っ

た場合は’抽選によって契約相手方およびその口数

を決定します。

11契約者へのサービスについて

ア．国有林の宿泊施設（64カ所)，全国有名観光地

の旅館（197カ所）の割引，優遇利用ならびに国

営・国設スキー場等（68カ所)のリフトの優遇利

用が受けられます。

イ．費用負担額については「緑のオーナーローン」

が利用できます。

ウ．そのほか，地元特産品の紹介’分収林の生育状

況の通知，現地視察会の開催，森林レクリエーシ

ョン情報等の通知を行います。

※詳細についてのお問合わせは，林野庁業務部業務第

二課（電話03-502-8111内線5096）または各営林

（支)局，営林署へ。

『公葬箇所一覧表』「申込書」も用意してあります。
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林 業関係行事一覧

11月

区分｜行事名
徳島｜山と木と緑のﾌｪｱ

期間
-

11.1～3

主催団体・会場・行事内容等

徳島県山村振興林業大会実行委員会。徳島市新町川公園。木製品，木

工機械展示，日l雁大工コーナー，ログハウス学校，相談コーナーな

ど，2日には「日本経済の明日を覗く」（小室直樹）の諭演会

全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会。名古屋市。世界各国の銘

木から生産した優良ツキ板を一堂に展示し，優秀品に対して表彰する

（腿林水産大臣賞，林野庁長官賞ほか）

新潟県森林まつり実行委員会。弥彦神社。祈願祭，特別功労者表彰，

記念植樹等

林業試験場。東京腿林年金会館（港区虎の門13：00～17:0001.2

ズナラ等主要広葉樹の用材林育成技術の開発（大角泰夫)，2．スギ・

ヒノキ穿孔性害虫による加害・材質劣化機構の解明（小林一三)，3．

針蕊樹造林木の単板較厨加工利用技術の確立（中野達夫)，4.森株が

放出する揮発性物質（谷田貝光克)，5.マツの光合成遺伝子の発現機
織（山本直樹）

高知県。高知市三翠園。林業，木材関係者を対象に林業から原木・加

工流通にいたる国産材の需要パイプづくりを鐙く,250人の出席予定

京都竹材商業協同組合。京都市。京都の伝統である銘竹，竹製品を一

堂に展示し，優秀品に対して表彰する（林野庁長官賞ほか）

名古屋営林支局。名古屋市暮らしの木材展示館。「木造住宅づくりの

ポイント」（鈴木隆二設計事務所）の舗演，休の住まい」ビデオ上映
など

全日本竹産業連合会，大分県ほか。別府市。全国竹林経営者，竹関述

業界等をはじめ竹に関係する者が一堂に会し，研究体験発表・情報交
換・技術交流を行う

林野庁。麻布グリーン会館｡全国の国有林野に所在する市町村長の代

表世話人を招き，国有林野事業についての理解と協力を呼びかける

腿林水産省・日本腿林漁業擾興会。哨海国際見本市会場。農林水産業

関係分野に関連した啓発展示，関連股林水産物の展示，即売，試食な

どを行う。林業関係では親と子の日剛大工教室，木質建材展を行う
群馬県。群馬の森（商崎祠。11月1日の間伐の日を記念して県民に

広く間伐を理解してもらう。アルペンホルン演奏会，間伐材による競

技会，間伐材利用の展示，即売会等を行う
林野庁。農林水産研修所

全

国|患鰯警良ﾂ等振．
n.2～3

11.28～

12.1

11.4新
中

潟｜新潟県森林まつり

央|覺鱒蕊試験場瓢究成|]L'

高知「木材の明日を開くjシン
ポジウム

京都第29回京都銘竹・竹製品

展示品評会

名古屋営林支局木造住宅セミナー

11.6

11.8

11.8

全 国’第28回全国竹の大会’11.11～13

中
中

央国有林野等所在市町村長有

志協議会

央農林水産祭「実りのフェス

ティバル」

11.13

11.14～16

垂
f3T 馬｜「間伐の日」記念行事’11.15

中
全

央都道府県造林・種苗担当職

員実務研修

国昭和62年度林業普及指導

職員全国大会

11.16～21

11.19 全国林業改良普及職員協議会。東京都港区三会堂ピル。全国の林業普
及指導職員の代表者が一堂に会して，共同意識の高揚を図るととも
に，当面する緊急課題について協議，提言する

林道研究会。日経ホール（大手町）
、

林野庁。麻布グリーン会鑑国有林野頓業の労働安全の確保をはかる

ため，各営林技）局からの労働災害防止の発表会を行う
全国森林組合連合会。千代田区九段会館

中
中

央
央
第23回林道研究発表会

昭和62年度国有林野事業

労働災害防止研究発表会

全国森泳組合危機突破大会

11.19～20

11.20

東 京 11.26
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1 2月

区分｜行事名
福岡'第,8回福岡県椎茸品群会

期間

12.2～4

主他団体・会場・行事内容等

福岡県・県特用林産振興会。福岡県自治会館。椎茸栽培技術の向上と

経営改蕃に愛するたあ，県内の生産者を対象として品評会を開催

群馬県・前橋営林局・群馬県木連。前橘市。県内各地から生産される

優良材を展示・即売し，優秀品に対して表彰する

栃木県林業観光祭実行委員会・栃木県。栃木会館・県遡田会館（宇都

宮市)。林業観光展示，特用林産物展示即売，式典，表彰，特別識淡

など

日本木材加工技術協会木材保存部会・日本木材学会生物劣化研究会・

日本木材保存協会。東京農工大（府中市)。木材の生化学的転換利用

を目指して

群
栃

馬群馬県優良素材展示会12．3

木第19回栃木県*燦観光祭12.3～4

央｜識演会中 12.5

昭和62年度林業技士養成講習・スクーリング研修日程

会 場期 間部 門

館
鐺
館

水
木
日

材健保会

材健保会

林協本

11月16(月)～20日（金）

12月7（月）～11日(金）

2月1（月）～5日(金）

木
営
価

森
林
聯

林
業
林

土
経
評

※通信研修レポート（3回実施）の成績が所定の基準に達した受講者は，スクーリング研修

を受識してください（最終日には修了試験を行います)。養成識習の修了認定者の発表は昭
和63年3月上旬の予定です。林業技士養成事務局

国土緑化推進委員会が紺綬褒章授与団体

として認定されました

含まれる）のときは褒状が，個人のときは褒章が賜与
され，個人で高額寄付（1,500万円以上）のときは木
杯が併賜されます。
寄付金の税制上の取扱いは，法人については通常の
損金算入に，個人の場合は寄付金控除の対象に，また
相続財産の場合は，相続税の非課税対象となります。

紺綬褒章授与の申請手続きは国土緑化推進委員会が
行います。詳細は下記へお問い合わせください。
〔間合先：㈹国土緑化推進委員会〒102東京都千代
田区平河町2-7砂防会館2F.03-262-8451(代,)]

このたび，㈹国土緑化推進委員会が総理府覚勲局長
から紺綬褒章授与団体として認定を受けました。紺綬
褒章は公益のために私財を寄付した場合に授与される
もので，国・地方公共団体だけでなく，特別の認定を
受けた公益団体に寄付した者も対象とされます。国土
緑化推進委員会はこの認定を受けて，紺綬褒章を授与
することのできる公益団体として認められたもので
す。

賜与の基準は，昭和56年の改正で個人500万円，
団体1,000万円となっており，寄付者が団体（会社も

林業技術No.5481987.11
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＝

第34回林業技術賞についての予告胃
■

二二

＝

■

言本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振大の成果をおさめて，林業技術向上に貢献した亘
言興に功績があるものに対し，毎年林業技術賞をと認められる業績を表彰の対象としておりま言
言贈呈し表彰しておりますが，各支部におかれます。言
三しては本年度の受賞候補者のご推せんを昭和本賞は，その結果を毎年5月に開催される総言
譽63年3月末日までにお願いいたします。会の席上で発表し,表彰を行います。言
呈なお『林業技術賞』は，その技術が多分に実※従来の林業技術奨励賞は32回から林業技言
旦施に応用され，また広く普及され，あるいは多術賞に統合されました。薑
■ ■

第34回林業技術コンテストについての予告言＝

■
二＝ ＝

量本会は,わが国林業の第一線で実行または指（1）担当区主任,事業所主任またはこれに準昌
冒導に従事して活躍している林業技術者が,それずる現場関係職員里
言ぞれの職域において，林業技術の業務推進のた（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道重
言め努力し，その結果得た研究の成果や貴重な体府県有林機関の現場主任またはこれに準ず言
言験等について具体的にその事例や成果を発表する現場関係職員言
三るために，琳業技術コンテスト』を開催して（3）森林組合その他団体，会社等の事業現場言
譽おります｡そして審査の結果林業技術向上のたで働く林業技術員臺
昌めに効果があり,成績が優秀と認められた方を本年度は,昭和63年4月末日までに各支部言
豐毎年総会の席上表彰しております。より，ご推せん方お願いいたします。三
里参加資格者は次の各号の一に該当する会員で〔コンテストは昭和63年5月下旬の予定〕豐
冒 す。昌
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協会&のうごき‘
－

◎常務理事会

昭和62年度第2回常務理事会を
次のとおり開催した。

日時：昭和62年10月23日

場所：本会5階会議室

議案：昭和62年度会務述営に
ついて

鈴木理事長から詳細説明

出席者：鈴木，長谷川，湯本，佐

藤，尾崎，大矢，神足，鈴木，人

見，松田，森本，村松，（監事）

新庄，光本，（顧問)猪野，坂口，

福森，蓑輸，小畠，惨与)林野庁

林産*，計画*，造林，治山，林

道，経営企画*，各課長(＊は課長

代理）計25名

◎講師派遣

依頼先：長野営林局

期日：11月4日

講師：菊池章調査第一部長

内容：昭和62年度菱成研修普

通科，「森林のレク的利

用の方向」

場所：長野営林局研修所
◎海外派遣

国際協力事業団の依頼により，10

月20日～11月9日まで松井光端顧

問をケニア林業育苗訓練技術協力計

画による専門家として，ケニア国へ

派遣した。

◎海外研修員の受入れ

国際協力事業団からの依頼によ

り，次の研修員を受入れた。

1.内容：森林土壌研修

期間：9/10～12/14

人員：6名（ブラジル・ビルマ

・中国・ケニア各1タ

イ2）

2.内容：治山・造林研修

期間：10/12～12/4

人員：2名（フィリピン）

◎調査部関係業務

10月30日本会会議室において

「森林利用管理手法開発調査研究委
員会」を開催した。

◎調査研究部関係業務

1.10月5日本会会議室において｢水

源地森林機能研究会第2回委員
会」を開催した。

2.10月16～17日長野県王滝村にお

いて「木曽ヒノキ天然林施業実験

林委員会」を開催した。

◎空中写真セミナー

第10回空中写真セミナーを次の

とおり実施した。

期日：10/19～23

場所：本会会議室

高尾国有林（現地実習）

識師：渡辺技術開発部長，中島

主任研究員

人員：神奈川県・船橋久ほか

12名

昭和62年11月10日発行

林業技術
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編集発行人鈴木郁雄
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好 評発売中，，

☆刊行以来大きな反響一『日経』『朝日』礒売』『毎日』『日本農業』『京都』新聞く読書･文化欄>で紹介／

森のきた道一鯛治蝋鮎鯨｡｡:講瀞
枢要の地位を歴任した著者が，膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博したく林業技
術＞連載「物語林政史」待望の刊行／縦組みとし，資料写真・人名索引を付していっそうの充実をはかり
ました）●これまでの正史，逸史，秘史の枠を越えたノンフィクション史話。・諸々 の基本政策の創始，変
遷の過程を時代の背景とともに活写。

「･…･･大久保利通がドイツ流林学を導入する逸話,それが官恢機織の中で屈折し,貫徹し,現代に何を残したか,歴史的
人物の挿話とともに興味深い。無味乾燥の林政史にドラマを持ち込み，同時に政策史の流れを骨太に描いた労作」（『毎
日新聞』3月24日付読書欄）

<改訂版〉新･森林航測テキストブック
総鱸豊蝋室渡辺宏箸A5判264頁定価3,000円(〒共）

空中写真は，森林資源調査や森林計画樹立のためだけでなく，今では林業のあらゆる分野で
利用されています。林業技術者はだれでも空中写真測量技術を修得しておく必要があるといえ
ましょう。

本書は，空中写真測量の基礎から実務までをわかりやすく解説し好評であった旧著を，技術
・機器の進歩・改良に対応して大幅に改訂しました。＜演習＞の項には本書の1/4のスペース
を割いて編集されており，研修用にも最適の教材であります。

’発行日本林業技術協会
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幻
図面絵写真､地図等のあらゆる面積を迅

"ｼグー ﾗーｽ゙涼に､_正確に読乱タマヤ鯏

豊富な機能を備えたベストセラーの高級ﾓデﾙプリンタ機構付の最新型多機能モデル面積･線長を同時測定するエリアﾗｲﾝﾒータ

側月肌ア凡幻Ⅲ〃側刈"ⅨSDOO
(専用プラスチック収納ケース､Ac7Dダプター付》¥85､00O(専剛ブﾗｽﾁ‘ソク収納ｹー ｽ､ACﾁﾔー ジﾔー .用峨3本付)¥98,500(専用プラスチック収納ケース､ACアダプター付)¥135,000

魁…

鐺
職〃

PLANIX7の特徴

ロワンタッチ｡o"セット機能による荷い操作性

■メートル系Cm2､m2,km2､インチ系in2,ハ2､acreの
騒簡な選択単位とパルスカウントモード

■メモリー機柵による締尺とlll位の保護

ロ蝋位や縮尺のわずらわしい計算は一切不要

■測定値オーバーフローも1粒単位に自動シフト

■より測定柵度を商める剛力算出の平均価測定

■累積測定に便利なホールド機能
■理想的なタッチ方式と峨粍に強い特殊積分車

PLANIX7Pの特徴

■小型･高惟能プリンタ機柵が、大切なデータを
趾難．i照存し、イニシャル榊号の入ﾉJによりデ
ータの轆理が可能

■ドーナツ1m樅測定が簡単に行えるマイナス而積
測定機能

Q測定結果を1"ll計算に糊↑できる屯1I職能
■ワンタッチﾟ0"セット機能

ロメ－l､ル系Cm2､mZ,､km2､インチ系in2､血2,aCrE
の蝋窟な選択単位とパルスカウントモード

■'#位や諦尺のわずらわしい計算は、一切,f要

■測定航オーバーフローもl:{k11t位に『1鋤シフト

■よl)測定精度を高める自勤塊出の平均値測定

口大きな図形の系積測定に便利なホールド機能

■俄分叩のスリップを防ぐ珊伽Iりなタッチ方式

■順粍によるエラーを防ぐ、特蝋加I:の樅分ili

■無入ﾉﾉ状態5分で自動的に遊猟の切れるパワー
セーブ機能

■世邪で最初のプラニメーター聯川LSIをI淵発し
たスタッフが実理したローコスト・ハイパフォ
ーマンス

PLANIX5000の特徴

■一価lの測定で而俄・線長を同時測定

■理想の人力機能：ポイントモード

ロどんなに椣維な隙|形でもポイントモード、スト
リームモードにより、簡単操作で獅剛'l定

■微小慨1形もjl職に測定する線分解能0.05mmの
,9i性能小型エンコーダ

■測定結果を剛11叶算できる芯卓機能

■磯南な選択ﾘi位鷺メートル系(mm,cm､m､km)、
フィート系(in,､､n画泡Jyd､mi)

ロリ1位や舗尺の換算もコンピュータが自勤;|算
■設定されたlli位や請尺はメモリー機能によりバ
ックアップ

画測定椚度をより商める平均航測定､大きな図形
の測定をnI能にする累獄測定
・測定iliオーバーフローも上位単位へ自仙シフト

画梢庇，耐久性に優れたダブルダイヤモンドリング
富有エネ設#1.のパワーセーブ機能とAC･DCの21u
滅方式

■座標･mi欲・線長のデータを外部出力するコネ
クター付

■AC･DCの2緬頗とパワーセーブ機能
1

謬掛
手赫ノー
が
、
カタログ･壷科鯏求は､‘li祉まで'､ガキか芯諸にて彗巡締〈廼凱、

R17AIM/AMA室潮蒻學f麓賦菫IM蕊畷総鯛舜酬離上繍糯|監蠅緋;!
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●先端技術で林業をとらえる,日林協のボｹｺ〃
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
日
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
茎
一

軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業

に適しています。

螺パソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価ですb

蓮カナ文字採用ですので,見やすく,親し
みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できます。

行

一
種
郵
便
物
認
可

丁台B役？日林協の

二セット価格¥Se,ロロロ

⑭ソフト価格¥1Sｦロロロ

※八一ドのみの販売はいたしません。 （
毎
月
「
回
十
日
発
行
）

SIZE:タテ145%/横202%/厚さ24％／重量7009

天 馬
いて面積計算，｜測化上に必要な誤差調整したX

値と画穣が求められます。
すばる

Eヨ

林道基本設計計算機 卯

Y座標

架線設計計算機

《特徴》

8b架空索による集材架線から簡易索張りに至るまて:l3

内で使用されて↓､るほとんどの索張り方式の設計計算が

可能です。

雲架総の設計データを入力するだけで；精度の高い設計

計算害が作成きれます。

9塁今まで計算が困難だった安全率に応じた般大使用荷電

を求める計算式がプロク祷ラムきれています。

ｌ

林
業
技
術

《特徴》

n画林道の中心線測錐における曲線設定に当たって，従来

のIⅡ'約壁を川し､ると同じ感覚で；どのIⅢ線因子からでも

必要な数順を求めることがX騨也で容易。

．…･…交角法，偏掎角法，切綱趣1i法，四分の一法

ヘアピン曲線の設置等

浬．榊道の工事数誌積算において，上積制算（両淵析面稜

平均法による）を,各測点における断1m磯データを入力す

るだけで；区間毎の切取塗盛上塾の計鯨が容易である。ｺﾝ順艫鵬離北斗
また，

能で，
毒一☆､弓

入力したデータをカセッI､に記l意させること力司

,没計変更等の再計算も容易。
ログ弓ム

《特徴》

E.測量地の名称，測点順の方位角，高低角，斜距離のテ
第

〒102束京都千代田区六番町7番地
振込銀行/三菱･麹町鐙0067442
振替/東京3-60“8 社団法人日本林業技術協会 TEL:(ロヨ)三s可=S|己巳司(代表）FAX:(ロヨ)ES'1-Sヨヨョ
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